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(57)【要約】
　本発明は、広い色再現範囲で表示を行う液晶表示装置
において白浮きを抑制することを目的とする。
　本発明の液晶表示装置の各画素は、赤サブ画素（Ｒ）
、緑サブ画素（Ｇ）、青サブ画素（Ｂ）、イエローサブ
画素（Ｙｅ）、シアンサブ画素（Ｃ）およびマゼンタサ
ブ画素（Ｍ）を有している。赤、緑および青サブ画素を
「第１グループのサブ画素」と称し、イエロー、シアン
およびマゼンタサブ画素を「第２グループのサブ画素」
と称する。画素によって表示される色が黒から白に無彩
色のまま変化する場合、最初に「第１グループのサブ画
素」が輝度の増加を開始し、「第１グループのサブ画素
」の輝度が所定の輝度に達すると、「第２グループのサ
ブ画素」が輝度の増加を開始する。本発明によると、斜
め方向の観察者に表示画面が白っぽくみえる白浮きが抑
制される。
　本発明を、ＭＶＡモードやＡＳＭモードの液晶表示パ
ネルを備えた液晶表示装置に適用することが特に好まし
い。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４つ以上の複数のサブ画素によって規定された画素を有する液晶表示装置であって、
　前記複数のサブ画素は、第１グループに属するサブ画素と、前記第１グループに属する
サブ画素とは異なる第２グループに属するサブ画素とを含み、
　前記複数のサブ画素の輝度は、前記画素によって表示される色が黒から白に無彩色のま
ま変化する場合、前記第１グループのサブ画素の輝度の増加を開始し、前記第１グループ
のサブ画素の輝度が所定の輝度に達すると、前記第２グループのサブ画素の輝度の増加を
開始するように設定されている、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１グループのサブ画素の面積は、前記第２グループのサブ画素の面積に等しい、
請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１グループのサブ画素の面積は、前記第２グループのサブ画素の面積よりも小さ
い、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１グループおよび前記第２グループのぞれぞれのグループのサブ画素により、無
彩色が表示される、請求項１から３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第２グループのサブ画素の輝度を最小階調に対応する輝度にしたまま前記第１グル
ープのサブ画素の輝度を増加したときの前記画素の色度は、前記複数のサブ画素のすべて
を最大階調にしたときの前記画素の色度と等しい、請求項１から４のいずれかに記載の液
晶表示装置。
【請求項６】
　前記第２グループのサブ画素の輝度を最小階調に対応する輝度にしたまま前記第１グル
ープのサブ画素の輝度を最大階調に対応する輝度にしたときの前記画素の輝度は、前記第
１グループのサブ画素の輝度を最小階調に対応する輝度にしたまま前記第２グループのサ
ブ画素の輝度を最大階調に対応する輝度にしたときの前記画素の輝度よりも低い、請求項
１から５のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１グループのサブ画素は複数のサブ画素を含んでおり、
　前記第１グループのサブ画素のそれぞれについて、最大階調に対応する輝度に対する前
記所定の輝度の割合は等しい、請求項１から６のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記所定の輝度は、前記第１グループのサブ画素の最大階調に対応する輝度である、請
求項１から７のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記所定の輝度は、前記第１グループのサブ画素の最大階調に対応する輝度よりも低い
輝度である、請求項１から７のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記第１グループのサブ画素は複数のサブ画素を含んでおり、
　前記複数のサブ画素の輝度は、前記画素によって表示される色が黒から白に無彩色のま
ま変化する場合、前記第１グループのサブ画素の輝度が前記所定の輝度に達すると、前記
第２グループのサブ画素の輝度の増加を開始するとともに前記第１グループのうちの少な
くとも１つのサブ画素の輝度の増加を続けるように設定されている、請求項１から３のい
ずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記所定の輝度は、最大階調に対応する輝度の０．３倍以上１．０倍未満である、請求
項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
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　前記所定の輝度は、最大階調に対応する輝度の０．９倍である、請求項１１に記載の液
晶表示装置。
【請求項１３】
　前記第１グループのサブ画素は複数のサブ画素を含んでおり、前記第１グループのサブ
画素のそれぞれについて、最大階調に対応する輝度に対する前記所定の輝度の割合は異な
る、請求項１０から１２のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記第１グループのサブ画素は、赤、緑および青サブ画素である、請求項１から１３の
いずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記第２グループのサブ画素は、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素である、請
求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記第２グループのサブ画素は、イエロー、シアンおよび前記赤サブ画素とは別の赤サ
ブ画素である、請求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記第２グループのサブ画素は白サブ画素である、請求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記第２グループのサブ画素はイエローおよびシアンサブ画素である、請求項１４に記
載の液晶表示装置。
【請求項１９】
　前記第１グループのサブ画素は、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素であり、
　前記第２グループのサブ画素は、赤、緑および青サブ画素である、請求項１から１３の
いずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項２０】
　４つ以上の複数の原色を任意の輝度で任意に組み合わせることによって色を表示する画
素を有する液晶表示装置であって、
　前記複数の原色は、第１グループに属する原色と、前記第１グループに属する原色とは
異なる第２グループに属する原色とを含み、
　前記複数の原色の輝度は、前記画素によって表示される色が黒から白に無彩色のまま変
化する場合、前記第１グループの原色の輝度の増加を開始し、前記第１グループの原色の
輝度が所定の輝度に達すると、前記第２グループの原色の輝度の増加を開始するように設
定されている、液晶表示装置。
【請求項２１】
　４つ以上の複数のサブ画素によって規定される画素を有する液晶表示装置であって、
　前記複数のサブ画素は、第１グループに属するサブ画素と、前記第１グループに属する
サブ画素とは異なる第２グループに属するサブ画素とを含み、
　前記複数のサブ画素は、有彩色成分および無彩色成分を有する色を表示し、
　前記複数のサブ画素の輝度のうちの前記無彩色成分に対応する輝度は、前記無彩色成分
が最小値から最大値に変化する場合、前記第１グループのサブ画素の輝度の増加を開始し
、前記第１グループのサブ画素の輝度が所定の輝度に達すると、前記第２グループのサブ
画素の輝度の増加を開始するように設定されている、液晶表示装置。
【請求項２２】
　第１グループに属する原色と、前記第１グループに属する原色とは異なる第２グループ
に属する原色とを含む４つ以上の複数の原色を用いて表示を行う多原色表示パネルに用い
るために、映像信号に基づいて、前記複数の原色の輝度を示す多原色信号を生成する信号
変換装置であって、
　前記映像信号によって特定される色を無彩色成分および有彩色成分に分離する色成分分
離部と、
　前記映像信号の無彩色成分を前記複数の原色の色成分に変換する無彩色成分変換部と、
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　前記映像信号の有彩色成分を前記複数の原色の色成分に変換する有彩色成分変換部と、
　前記無彩色成分変換部および前記有彩色成分変換部によって変換された前記複数の原色
の色成分を合成することにより、前記多原色信号を生成する合成部と
を備えており、
　前記無彩色成分変換部は、前記無彩色成分が最小値から最大値に変化する場合、前記第
１グループの原色の輝度の増加を開始し、前記第１グループの原色の輝度が所定の輝度に
達すると、前記第２グループの原色の輝度の増加を開始する、信号変換装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、より詳細には、４つ以上の原色を用いて表示を行う液晶
表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カラーテレビ、カラーモニター等のカラー液晶表示装置は、通常、ＲＧＢ原色（すなわ
ち、赤、緑および青）を加法混色することにより、色表現を行っている。一般に、カラー
液晶表示装置の各画素は、ＲＧＢ原色に対応して赤、緑および青サブ画素を有しており、
赤、緑および青サブ画素の輝度を変化させることにより、多様な色が表現される。
【０００３】
　各サブ画素の輝度は、各サブ画素の最小階調（例えば、階調０）から最大階調（例えば
、階調２５５）までの範囲内で変化するが、ここでは、便宜上、サブ画素が最小階調であ
るときのサブ画素の輝度を「０．０」と表し、サブ画素が最大階調であるときのサブ画素
の輝度を「１．０」と表す。したがって、サブ画素の輝度は「０．０」から「１．０」ま
での範囲内で制御される。
【０００４】
　すべてのサブ画素、すなわち、赤、緑および青サブ画素の輝度が「０．０」であるとき
、画素によって表示される色は黒である。反対に、すべてのサブ画素の輝度が「１．０」
であるとき、画素によって表示される色は白である。なお、最近のＴＶセットでは、ユー
ザーでも色温度を調整できるようになっていることが多く、その際、各サブ画素の輝度を
微調整することによって色温度の調整が行われる。そのため、ここでは、所望の色温度に
調整した後のサブ画素の輝度を「１．０」としている。
【０００５】
　以下、図２６を参照して、従来の液晶表示装置において、画素によって表示される色を
黒から白に無彩色のまま変化させる場合についての各サブ画素の輝度の変化を説明する。
無彩色とは、黒、グレーや白のように色味のない色である。
【０００６】
　図２６に、従来の液晶表示装置において、各サブ画素の輝度の変化と画素によって表示
される色の変化との関係を示す。図２６（ａ）および図２６（b）に示すように、画素に
よって表示される色が黒であるとき、赤、緑および青サブ画素の輝度は「０．０」である
。
【０００７】
　まず、赤、緑および青サブ画素の輝度を同じ割合で増加させる。各サブ画素の輝度を増
加させると、画素の明度が増加し、画素によって表示される色は黒からグレーに変化する
。このとき、赤、緑および青サブ画素の輝度を同じ割合で増加させることにより、画素に
よって表示される色は色味を帯びることなく無彩色のまま同じ色度で明度を増加させるこ
とができる。赤、緑および青サブ画素の輝度の増加を続けると、画素によって表示される
色は暗いグレーから明るいグレーに変化する。最終的に、赤、緑および青サブ画素の輝度
が「１．０」に達すると、画素によって表示される色は白になる。反対に、赤、緑および
青サブ画素の輝度を同じ割合で「１．０」から「０．０」まで減少させると、画素によっ
て表示される色は無彩色のまま白から黒に変化する。以上のように、従来の３原色の液晶
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表示装置では、各サブ画素の輝度を同じ割合で変化させることにより、無彩色の明度を変
化させている。
【０００８】
　また、液晶表示装置にはさまざまなモードがあることが知られているが、ＴＮモードの
液晶表示装置は、表示性能とりわけ視野角特性の点で問題があるため、近年、視野角特性
を改善した液晶表示装置として、インプレイン・スイッチング・モード（ＩＰＳモード）
、マルチドメイン・バーティカル・アラインド・モード（ＭＶＡモード）または軸対称配
向モード（ＡＳＭモード）の液晶表示装置等が開発されている。このような広視野角を達
成する新規なモードの液晶表示装置では、斜め方向観測時における表示コントラスト比の
著しい低下および表示階調の反転といった問題は起こらない。
【０００９】
　一方、上述したような３原色の液晶表示装置とは異なり、４原色以上の多原色を加法混
色する液晶表示装置が提案されている。この液晶表示装置では、ＲＧＢという３つの原色
に加えてさらなる原色を追加して多原色表示を行うことにより、色表現範囲を拡大してい
る（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特表２００４－５２９３９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本願発明者は、視野角特性を改善した液晶表示装置において色再現範囲の広い多原色表
示を行うことを鋭意研究した結果、以下の課題を見出した。
【００１１】
　広視野角を達成する新規なモードの液晶表示装置では、白浮き現象が発生することがあ
る。白浮き現象とは、斜め方向から表示画面を見た場合に、中間階調の表示が白っぽく見
える現象である。この白浮き現象は、斜め方向のγ特性が正面方向のγ特性と異なる（す
なわち、γ特性の視角依存性が異なる）ことに起因して発生する。ここで、γ特性とは表
示輝度の階調依存性であり、γ特性が正面方向と斜め方向で異なることにより、階調（輝
度）変化が観測方向によって異なるため、写真等の画像を表示する場合や、またＴＶ放送
等を表示する場合に特に問題となる。このような白浮きの程度の大きい３原色液晶表示装
置に単純に色を追加して多原色表示を行うだけでは、依然として白浮きの程度が大きく、
表示品位が改善されない。
【００１２】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、広い色再現範囲で表示を行うととも
に白浮きを抑制することができる液晶表示装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の液晶表示装置は、４つ以上の複数のサブ画素によって規定された画素を有する
液晶表示装置であって、前記複数のサブ画素は、第１グループに属するサブ画素と、前記
第１グループに属するサブ画素とは異なる第２グループに属するサブ画素とを含み、前記
複数のサブ画素の輝度は、前記画素によって表示される色が黒から白に無彩色のまま変化
する場合、前記第１グループのサブ画素の輝度の増加を開始し、前記第１グループのサブ
画素の輝度が所定の輝度に達すると、前記第２グループのサブ画素の輝度の増加を開始す
るように設定されている。
【００１４】
　ある実施形態において、前記第１グループのサブ画素の面積は、前記第２グループのサ
ブ画素の面積に等しい。
【００１５】
　ある実施形態において、前記第１グループのサブ画素の面積は、前記第２グループのサ
ブ画素の面積よりも小さい。
【００１６】
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　ある実施形態において、前記第１グループおよび前記第２グループのぞれぞれのグルー
プのサブ画素により、無彩色が表示される。
【００１７】
　ある実施形態において、前記第２グループのサブ画素の輝度を最小階調に対応する輝度
にしたまま前記第１グループのサブ画素の輝度を増加したときの前記画素の色度は、前記
複数のサブ画素のすべてを最大階調にしたときの前記画素の色度と等しい。
【００１８】
　ある実施形態において、前記第２グループのサブ画素の輝度を最小階調に対応する輝度
にしたまま前記第１グループのサブ画素の輝度を最大階調に対応する輝度にしたときの前
記画素の輝度は、前記第１グループのサブ画素の輝度を最小階調に対応する輝度にしたま
ま前記第２グループのサブ画素の輝度を最大階調に対応する輝度にしたときの前記画素の
輝度よりも低い。
【００１９】
　ある実施形態において、前記第１グループのサブ画素は複数のサブ画素を含んでおり、
前記第１グループのサブ画素のそれぞれについて、最大階調に対応する輝度に対する前記
所定の輝度の割合は等しい。
【００２０】
　ある実施形態において、前記所定の輝度は、前記第１グループのサブ画素の最大階調に
対応する輝度である。
【００２１】
　ある実施形態において、前記所定の輝度は、前記第１グループのサブ画素の最大階調に
対応する輝度よりも低い輝度である。
【００２２】
　ある実施形態において、前記第１グループのサブ画素は複数のサブ画素を含んでおり、
前記複数のサブ画素の輝度は、前記画素によって表示される色が黒から白に無彩色のまま
変化する場合、前記第１グループのサブ画素の輝度が前記所定の輝度に達すると、前記第
２グループのサブ画素の輝度の増加を開始するとともに前記第１グループのうちの少なく
とも１つのサブ画素の輝度の増加を続けるように設定されている。
【００２３】
　ある実施形態において、前記所定の輝度は、最大階調に対応する輝度の０．３倍以上１
．０倍未満である。
【００２４】
　ある実施形態において、前記所定の輝度は、最大階調に対応する輝度の０．９倍である
。
【００２５】
　ある実施形態において、前記第１グループのサブ画素は複数のサブ画素を含んでおり、
前記第１グループのサブ画素のそれぞれについて、最大階調に対応する輝度に対する前記
所定の輝度の割合は異なる。
【００２６】
　ある実施形態において、前記第１グループのサブ画素は、赤、緑および青サブ画素であ
る。
【００２７】
　ある実施形態において、前記第２グループのサブ画素は、イエロー、シアンおよびマゼ
ンタサブ画素である。
【００２８】
　ある実施形態において、前記第２グループのサブ画素は、イエロー、シアンおよび前記
赤サブ画素とは別の赤サブ画素である。
【００２９】
　ある実施形態において、前記第２グループのサブ画素は白サブ画素である。
【００３０】
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　ある実施形態において、前記第２グループのサブ画素はイエローおよびシアンサブ画素
である。
【００３１】
　ある実施形態において、前記第１グループのサブ画素は、イエロー、シアンおよびマゼ
ンタサブ画素であり、前記第２グループのサブ画素は、赤、緑および青サブ画素である。
【００３２】
　本発明の液晶表示装置は、４つ以上の複数の原色を任意の輝度で任意に組み合わせるこ
とによって色を表示する画素を有する液晶表示装置であって、前記複数の原色は、第１グ
ループに属する原色と、前記第１グループに属する原色とは異なる第２グループに属する
原色とを含み、前記複数の原色の輝度は、前記画素によって表示される色が黒から白に無
彩色のまま変化する場合、前記第１グループの原色の輝度の増加を開始し、前記第１グル
ープの原色の輝度が所定の輝度に達すると、前記第２グループの原色の輝度の増加を開始
するように設定されている。
【００３３】
　本発明の液晶表示装置は、４つ以上の複数のサブ画素によって規定される画素を有する
液晶表示装置であって、前記複数のサブ画素は、第１グループに属するサブ画素と、前記
第１グループに属するサブ画素とは異なる第２グループに属するサブ画素とを含み、前記
複数のサブ画素は、有彩色成分および無彩色成分を有する色を表示し、前記複数のサブ画
素の輝度のうちの前記無彩色成分に対応する輝度は、前記無彩色成分が最小値から最大値
に変化する場合、前記第１グループのサブ画素の輝度の増加を開始し、前記第１グループ
のサブ画素の輝度が所定の輝度に達すると、前記第２グループのサブ画素の輝度の増加を
開始するように設定されている。
【００３４】
　本発明の信号変換装置は、第１グループに属する原色と、前記第１グループに属する原
色とは異なる第２グループに属する原色とを含む４つ以上の複数の原色を用いて表示を行
う多原色表示パネルに用いるために、映像信号に基づいて、前記複数の原色の輝度を示す
多原色信号を生成する信号変換装置であって、前記映像信号によって特定される色を無彩
色成分および有彩色成分に分離する色成分分離部と、前記映像信号の無彩色成分を前記複
数の原色の色成分に変換する無彩色成分変換部と、前記映像信号の有彩色成分を前記複数
の原色の色成分に変換する有彩色成分変換部と、前記無彩色成分変換部および前記有彩色
成分変換部によって変換された前記複数の原色の色成分を合成することにより、前記多原
色信号を生成する合成部とを備えており、前記無彩色成分変換部は、前記無彩色成分が最
小値から最大値に変化する場合、前記第１グループの原色の輝度の増加を開始し、前記第
１グループの原色の輝度が所定の輝度に達すると、前記第２グループの原色の輝度の増加
を開始する。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明によれば、広い色再現範囲で表示を行うとともに白浮きを抑制することができる
液晶表示装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】実施形態１の液晶表示装置を示す模式図である。
【図２】実施形態１の液晶表示装置における１つの画素を示す模式図である。
【図３】実施形態１の液晶表示装置において画素によって表示される色を黒から白に無彩
色のまま変化させる場合のサブ画素の輝度の変化を説明するための図であり、（ａ）～（
ｅ）は赤、緑、青、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を示す図である。
【図４】比較例の液晶表示装置においてサブ画素の輝度を変化させたときに発生する白浮
き現象を説明するための図であり、（ａ）は、画素によって表示される色の変化を示す図
であり、（ｂ）は、サブ画素の輝度の変化を示す図であり、（ｃ）は、斜め規格化輝度と
正面規格化輝度との関係を示すグラフである。
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【図５】（ａ）は、実施形態１の液晶表示装置において画素によって表示される色の変化
を示す図であり、（ｂ）は、サブ画素の輝度の変化を示す図であり、（ｃ）は、斜め規格
化輝度と正面規格化輝度との関係を示すグラフである。
【図６】（ａ）～（ｃ）は、正面規格化輝度および斜め規格化輝度を説明するための図で
あり、多原色表示パネルの上面図、正面図および側面図をそれぞれ示す模式図である。
【図７】ＸＹＺ表色系色度図である。
【図８】実施形態１の液晶表示装置の構成を示した模式図である。
【図９】実施形態１の液晶表示装置における信号変換回路の構成を示したブロック図であ
る。
【図１０】（ａ）～（ｄ）は、実施形態１の液晶表示装置において入力信号によって特定
される色から無彩色成分および有彩色成分を抽出することを説明するための模式図である
。
【図１１】（ａ）～（ｃ）は、比較例の液晶表示装置において入力信号によって示される
輝度と出力信号によって示される輝度との関係を示す図である。
【図１２】（ａ）～（ｃ）は、実施形態１の液晶表示装置において入力信号によって示さ
れる輝度と出力信号によって示される輝度との関係を示す図であり、（ｄ）および（ｅ）
は、それぞれ、画素の輝度が第１および第２範囲に属するときに変化する各サブ画素の輝
度を示す図である。
【図１３】実施形態１の液晶表示装置および３原色液晶表示装置におけるサブ画素の輝度
の変化を説明するための模式的な図である。
【図１４】（ａ）は、実施形態２の液晶表示装置において画素によって表示される色の変
化を示す図であり、（ｂ）は、サブ画素の輝度の変化を示す図であり、（ｃ）は、斜め規
格化輝度と正面規格化輝度との関係を示すグラフである。
【図１５】（ａ）～（ｃ）は、実施形態２の液晶表示装置において入力信号によって示さ
れる輝度と出力信号によって示される輝度との関係を示す図であり、（ｄ）～（ｆ）は、
それぞれ、画素の輝度が第１～第３範囲に属するときに変化する各サブ画素の輝度を示す
図である。
【図１６】（ａ）～（ｃ）は、実施形態２の液晶表示装置において入力信号によって示さ
れる輝度と出力信号によって示される輝度との関係を示す図であり、（ｄ）～（ｆ）は、
それぞれ、画素の輝度が第１～第３範囲に属するときに変化する各サブ画素の輝度を示す
図である。
【図１７】（ａ）～（ｃ）は、実施形態３の液晶表示装置において入力信号によって示さ
れる輝度と出力信号によって示される輝度との関係を示す図であり、（ｄ）および（ｅ）
は、それぞれ、画素の輝度が第１および第２範囲に属するときに変化するサブ画素の輝度
を示す図である。
【図１８】実施形態４の液晶表示装置における１つの画素を示す平面図である。
【図１９】実施形態５の液晶表示装置における１つの画素を示す平面図である。
【図２０】実施形態５の液晶表示装置における各サブ画素の色度を示したＸＹＺ表色系色
度図である。
【図２１】（ａ）～（ｃ）は、実施形態５の液晶表示装置において入力信号によって示さ
れる輝度と出力信号によって示される輝度との関係を示す図であり、（ｄ）および（ｅ）
は、それぞれ、画素の輝度が第１および第２範囲に属するときに変化する各サブ画素の輝
度を示す図である。
【図２２】実施形態６の液晶表示装置における１つの画素を示す平面図である。
【図２３】（ａ）～（ｃ）は、実施形態６の液晶表示装置において入力信号によって示さ
れる輝度と出力信号によって示される輝度との関係を示す図であり、（ｄ）および（ｅ）
は、それぞれ、画素の輝度が第１および第２範囲に属するときに変化するサブ画素の輝度
を示す図である。
【図２４】実施形態７の液晶表示装置における１つの画素を示す平面図である。
【図２５】（ａ）は、実施形態７の液晶表示装置において画素によって表示される色の変
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化を示す図であり、（ｂ）は、サブ画素の輝度の変化を示す図であり、（ｃ）は、斜め規
格化輝度と正面規格化輝度との関係を示すグラフである。
【図２６】従来の液晶表示装置において、各サブ画素の輝度の変化と画素によって表示さ
れる色の変化との関係を示す図であり、（ａ）は、画素によって表示される色の変化を示
す図であり、（ｂ）は、サブ画素の輝度の変化を示す図である。
【符号の説明】
【００３７】
　１００　液晶表示装置
　２００　多原色表示パネル
　２１０　画素
　３００　画像処理回路
　３０２　信号変換回路
　３０４　多原色用パネルドライバ
　３１０　色成分分離部
　３１２　有彩色成分変換部
　３１４　無彩色成分変換部
　３１６　合成部
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　（実施形態１）
　以下、図面を参照しながら、本発明による液晶表示装置の第１実施形態を説明する。
【００３９】
　図１に、本実施形態の液晶表示装置１００の模式的なブロック図を示す。液晶表示装置
１００は、多原色表示パネル２００と、多原色表示パネル２００に入力する信号を生成す
る画像処理回路３００とを備えている。多原色表示パネル２００は、例えば、ＭＶＡモー
ドの液晶表示パネルであり、複数の画素を有している。
【００４０】
　図２に示すように、多原色表示パネル２００における１つの画素２１０は、赤サブ画素
（Ｒ）、緑サブ画素（Ｇ）、青サブ画素（Ｂ）、イエローサブ画素（Ｙｅ）、シアンサブ
画素（Ｃ）およびマゼンタサブ画素（Ｍ）を有している。すなわち、本実施形態の液晶表
示装置１００において、画素２１０には、赤サブ画素（Ｒ）、緑サブ画素（Ｇ）および青
サブ画素（Ｂ）とともにこれら以外に３つのサブ画素（イエローサブ画素（Ｙｅ）、シア
ンサブ画素（Ｃ）およびマゼンタサブ画素（Ｍ））が設けられている。１つの画素２１０
における６つのサブ画素は、例えば、多原色表示パネル２００に設けられたカラーフィル
タ層（図示せず）において１つの画素領域あたりに６つの異なるサブ画素領域を形成し、
各サブ画素領域に異なる色のカラーフィルタを形成することによって実現される。
【００４１】
　赤、緑および青は光の３原色と呼ばれる色であり、イエロー、シアンおよびマゼンタは
色の３原色と呼ばれる色である。赤、緑および青サブ画素により、無彩色を表示すること
ができ、また、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素により、無彩色を表示すること
ができる。なお、各サブ画素は、図２に示すようにストライプ状に配列されている。また
、各サブ画素の面積はそれぞれ等しくなっている。
【００４２】
　各サブ画素の輝度は、各サブ画素の最小階調（例えば、階調０）から最大階調（例えば
、階調２５５）までの範囲内で変化する。ここでは、便宜上、サブ画素が最小階調である
ときのサブ画素の輝度を最小輝度と称し、その値を「０．０」と表す。また、サブ画素が
最大階調であるときのサブ画素の輝度を最大輝度と称し、その値を「１．０」と表す。サ
ブ画素の輝度は、各サブ画素の階調レベルが大きくなるほど高くなる。各サブ画素の階調
の数は等しくなるように設定されており、異なるサブ画素の階調レベルが等しいとき、最
大輝度に対する輝度の値すなわち輝度レベルは等しい。
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【００４３】
　本実施形態の液晶表示装置１００では、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素を最
小輝度にしたまま赤、緑および青サブ画素の輝度を同じ割合で増加させたときの画素の色
度は、赤、緑および青サブ画素を最小輝度にしたままイエロー、シアンおよびマゼンタサ
ブ画素の輝度を同じ割合で増加させたときの画素の色度と等しい。したがって、本実施形
態の液晶表示装置１００では、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を「０．
０」にしたまま赤、緑および青サブ画素の輝度を同じ割合（すなわち、１：１：１）で増
加させたときに画素によって表示される色は無彩色である。また、赤、緑および青サブ画
素の輝度を「０．０」にしたままイエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を同じ
割合（すなわち、１：１：１）で増加させたときに画素によって表示される色も無彩色で
ある。
【００４４】
　表１に、本実施形態の液晶表示装置１００において、赤サブ画素（Ｒ）、緑サブ画素（
Ｇ）、青サブ画素（Ｂ）、イエローサブ画素（Ｙｅ）、シアンサブ画素（Ｃ）およびマゼ
ンタサブ画素（Ｍ）のそれぞれの色度ｘおよびｙ、ならびに、明度Ｌに対応するＹ値を示
す。このとき、液晶表示装置１００における各サブ画素を最大輝度にしたときの色温度は
６５００Ｋである。なお、ここで、ｘ、ｙおよびＹは、小数点第３位以下を四捨五入し小
数点第２位で示している。
【００４５】
【表１】

【００４６】
　例えば、液晶表示装置がカラーフィルタを備える場合、サブ画素の色度は、カラーフィ
ルタの色を調整することにより、微調整することができる。
【００４７】
　また、カラーフィルタを備えた液晶表示装置では、サブ画素の面積が等しい場合、イエ
ロー、シアンおよびマゼンタサブ画素を最小輝度にしたまま赤、緑および青サブ画素を最
大輝度にしたときの画素の輝度は、赤、緑および青サブ画素を最小輝度にしたままイエロ
ー、シアンおよびマゼンタサブ画素を最大輝度にしたときの画素の輝度よりも低い。この
理由を単純化して説明すると、赤、緑および青サブ画素のカラーフィルタは、カラーフィ
ルタの色を示す波長の光のみを透過し、カラーフィルタの色を示す波長以外の光を遮るの
に対して、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素のカラーフィルタは、カラーフィル
タの補色を示す波長の光を遮り、補色以外の色の波長の光を透過することから、イエロー
、シアンおよびマゼンタサブ画素のカラーフィルタを透過する光の強度が、赤、緑および
青サブ画素のカラーフィルタを透過する光の強度よりも大きくなるためである。
【００４８】
　以下、図３を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００において画素によって表示さ
れる色を黒から白に無彩色のまま変化させる場合について赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）
、イエロー（Ｙｅ）、シアン（Ｃ）およびマゼンタ（Ｍ）サブ画素の輝度の変化を説明す
る。
【００４９】
　図３（ａ）に示すように、はじめ、赤、緑、青、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ
画素の階調は最小階調であり、各サブ画素の輝度は「０．０」である。このとき、画素に
よって表示される色は黒である。図３（ｂ）に示すように、まず、赤、緑および青サブ画
素の輝度の増加を開始する。ここでは、赤、緑および青サブ画素の輝度を同じ割合で増加
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させる。なお、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度は「０．０」のままであ
る。赤、緑および青サブ画素の輝度を同じ割合で増加させているので、画素の色度を変化
させることなく無彩色のまま明度を増加させることができる。
【００５０】
　赤、緑および青サブ画素の輝度を増加し続けると、図３（ｃ）に示すように、赤、緑お
よび青サブ画素の輝度は「１．０」に達する。このときの画素の輝度をＹ１とする。ここ
で輝度Ｙ１は、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素が最小輝度で赤、緑および青サ
ブ画素が最大輝度であるときの画素の輝度の値を、すべてのサブ画素が最大輝度であると
きの輝度を１．０として規格化したものである。
【００５１】
　赤、緑および青サブ画素の輝度が「１．０」に達すると、図３（ｄ）に示すように、イ
エロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を開始する。ここでも、イエロー、
シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を同じ割合で増加させる。なお、赤、緑および青サ
ブ画素の輝度は「１．０」のまま保持されている。このようにイエロー、シアンおよびマ
ゼンタサブ画素の輝度を同じ割合で増加させているので、画素の色度を変化させることな
く明度を増加させることができる。イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増
加を続けると、図３（ｅ）に示すように、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝
度は「１．０」に達する。このとき、すべてのサブ画素の輝度が「１．０」となり、画素
によって白が表示される。上述したように各サブ画素の輝度を変化させることにより、画
素によって表示される色は黒から白に無彩色のまま変化する。また、反対に、はじめにす
べてのサブ画素の輝度を「１．０」にして、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の
輝度を同じ割合で「１．０」から「０．０」まで減少させた後、赤、緑および青サブ画素
の輝度を同じ割合で「１．０」から「０．０」まで減少させると、画素によって表示され
る色は白から黒に無彩色のまま変化する。
【００５２】
　なお、以下の説明において、画素によって表示される色が白から黒に無彩色のまま変化
するときに、先に輝度の増加を開始するサブ画素（ここでは、赤、緑および青サブ画素）
を第１グループのサブ画素とも称し、後で輝度の増加を開始するサブ画素（ここでは、イ
エロー、シアンおよびマゼンタサブ画素）を第２グループのサブ画素とも称する。
【００５３】
　ここで、図４～図６を参照して、比較例の液晶表示装置と比較しながら本実施形態の液
晶表示装置の利点を説明する。比較例の液晶表示装置においても、本実施形態の液晶表示
装置と同様に、画素は、６つのサブ画素、すなわち、赤、緑、青、イエロー、シアンおよ
びマゼンタサブ画素を有している。まず、図４を参照して比較例の液晶表示装置を説明す
る。ここでも、比較例の液晶表示装置において画素によって表示される色を黒から白に無
彩色のまま変化させる場合についての各サブ画素の輝度の変化を説明する。
【００５４】
　比較例の液晶表示装置では、図２６を参照して上述した従来の液晶表示装置と同様に、
すべてのサブ画素（すなわち、赤、緑、青、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素）
の輝度を同じ割合で増加させる。図４（ａ）および図４（ｂ）に示すように、画素によっ
て表示される色が黒であるとき、すべてのサブ画素、すなわち、赤、緑、青、イエロー、
シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度は「０．０」である。すべてのサブ画素の輝度を増
加させると、明度が増加し、画素によって表示される色は黒からグレーに変化する。すべ
てのサブ画素の輝度の増加を続けると、最終的に、すべてのサブ画素の輝度は「１．０」
に達する。このように画素の輝度の増加を続けることにより、画素によって表示される色
はグレーから白に変化する。以上のように、比較例の液晶表示装置では、すべてのサブ画
素の輝度を同じ割合で増加させる。
【００５５】
　図４（ｃ）は、比較例の液晶表示装置における、正面規格化輝度に対する斜め規格化輝
度との関係を示すグラフである。ここで、図６を参照して多原色表示パネル２００の正面
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規格化輝度および斜め規格化輝度を説明する。
【００５６】
　図６（ａ）～図６（ｃ）のそれぞれに対象となる多原色表示パネル２００の上面図、正
面図および側面図を示す。図６（ａ）および図６（ｃ）に示すように、輝度測定器８０１
は測定ポイントに対して正面法線方向に配置されており、輝度測定器８０２は測定ポイン
トに対して正面法線方向から横に６０°ずれた位置に配置されている。輝度測定器８０１
によって正面輝度が測定され、輝度測定器８０２によって斜め輝度が測定される。
【００５７】
　測定ポイントにおける画素の階調を最小階調（黒）から最大階調（白）に変化させて、
各階調における輝度を輝度測定器８０１、８０２で測定する。各階調に対する正面輝度お
よび斜め輝度を測定した後、正面規格化輝度および斜め規格化輝度を求める。正面規格化
輝度は、最大階調のときの正面輝度を１．０として規格化したものであり、斜め規格化輝
度は、最大階調のときの斜め輝度を１．０として規格化したものである。つまり、正面規
格化輝度は正面方向の相対輝度を示しており、斜め規格化輝度は斜め方向の相対輝度を示
している。
【００５８】
　ここで、再び図４（ｃ）を参照する。図４（ｃ）のグラフにおいて、比較例の液晶表示
装置における結果を太線で示しており、斜め方向の輝度変化が正面方向の輝度変化と等し
い理想的な場合を細線で示している。図４（ｃ）に示すように、比較例の液晶表示装置に
おいてすべてのサブ画素の輝度を同じ割合で増加させていくと、斜め規格化輝度および正
面規格化輝度のいずれも増加するが、斜め規格化輝度は正面規格化輝度よりも高くなり、
正面規格化輝度が所定の値（例えば、０．２）になるまで、斜め規格化輝度と正面規格化
輝度との差は増加する。正面規格化輝度が所定の値（例えば、０．２）を越えると、斜め
規格化輝度と正面規格化輝度との差が減少していき、正面規格化輝度が「１．０」になる
と、斜め規格化輝度は正面規格化輝度との差はゼロになる。
【００５９】
　このように、中間輝度において斜め規格化輝度（斜め方向の相対輝度）が正面規格化輝
度（正面方向の相対輝度）と異なると、斜め方向から液晶表示装置を観察する観察者には
正面方向から液晶表示装置を観察する観察者とは異なる輝度（階調）変化で表示が行われ
ることになる。一般に、輝度（階調）の設定は、正面方向の観察者に対して適切な表示が
行われるようになされるため、斜め方向から液晶表示装置を観察する観察者に対して適切
な表示を行うことができない。
【００６０】
　また、図４（ｃ）に示したように、中間輝度において斜め規格化輝度は正面規格化輝度
よりも高いため、中間輝度の表示画面を斜め方向から観察する観察者には表示画面が白っ
ぽくみえてしまう。このように斜め方向の観察者に表示画面が白っぽくみえることを白浮
きといい、白浮きが発生する現象を白浮き現象という。白浮き現象は中間輝度で表示を行
うときに発生し、特に、低輝度で表示を行うときに白浮きの程度が大きい。言い換えると
、低輝度部分における斜め規格化輝度と正面規格化輝度との差は、高輝度部分における斜
め規格化輝度と正面規格化輝度との差よりも大きい。
【００６１】
　次いで、図５を参照して本実施形態の液晶表示装置を説明する。ここでも、画素によっ
て表示される色を黒から白に無彩色のまま変化させる場合についての各サブ画素の輝度変
化を説明する。
【００６２】
　図５（ａ）および図５（ｂ）に示すように、本実施形態の液晶表示装置でも、画素によ
って表示される色が黒であるとき、すべてのサブ画素、すなわち、赤、緑、青、イエロー
、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度は「０．０」である。図３を参照して説明したよ
うに、まず、赤、緑および青サブ画素（第１グループのサブ画素）の輝度の増加を開始す
る。このとき、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度は「０．０」のままであ
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る。赤、緑および青サブ画素の輝度を増加させると、明度が増加し、画素によって表示さ
れる色は黒からグレーに変化する。赤、緑および青サブ画素の輝度の増加を続け、赤、緑
および青サブ画素の輝度が「１．０」に達すると、画素の輝度はＹ１となる。
【００６３】
　次に、赤、緑および青サブ画素の輝度を「１．０」にしたまま、イエロー、シアンおよ
びマゼンタサブ画素（第２グループのサブ画素）の輝度の増加を開始する。イエロー、シ
アンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を続けると、イエロー、シアンおよびマゼンタ
サブ画素の輝度が「１．０」に達する。このように輝度の増加を続けることにより、画素
によって表示される色はグレーから白に変化する。以上のように、本実施形態の液晶表示
装置では、画素によって表示される色を黒から白に無彩色のまま変化させる場合、まず、
赤、緑および青サブ画素の輝度の増加を開始し、赤、緑および青サブ画素の輝度が「１．
０」に達したら、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を開始する。
【００６４】
　ここで、図５（ｃ）を参照して、本実施形態の液晶表示装置における、正面規格化輝度
に対する斜め規格化輝度との関係を説明する。図５（ｃ）のグラフにおいて、本実施形態
の液晶表示装置における結果を太線で示しており、斜め方向の輝度変化が正面方向の輝度
変化と等しい理想的な場合を細線で示している。
【００６５】
　本実施形態の液晶表示装置でも、赤、緑および青サブ画素の輝度を同じ割合で増加させ
ていくと斜め規格化輝度および正面規格化輝度のいずれも増加する。このとき、斜め規格
化輝度は正面規格化輝度よりも高くなり、わずかながら白浮き現象が発生する。しかしな
がら、本実施形態の液晶表示装置では、赤、緑および青サブ画素の輝度が所定の値（例え
ば、０．２）を越えると、赤、緑および青サブ画素の輝度が「１．０」に近づくにつれて
、すなわち、画素の輝度がＹ１に近づくにつれて、斜め規格化輝度と正面規格化輝度との
差、すなわち、白浮きの程度が小さくなり、赤、緑および青サブ画素の輝度が「１．０」
になるとき、すなわち、画素の輝度がＹ１になるとき、斜め規格化輝度は正面規格化輝度
と等しくなる。
【００６６】
　次いで、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を開始する。イエロー
、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を同じ割合で増加させていくと斜め規格化輝度お
よび正面規格化輝度のいずれも増加する。このとき、斜め規格化輝度は正面規格化輝度よ
りも高くなり、わずかながら白浮き現象が発生するが、同様に、イエロー、シアンおよび
マゼンタサブ画素の輝度が所定の値（例えば、０．２）を越えると、イエロー、シアンお
よびマゼンタサブ画素の輝度が「１．０」に近づくにつれて斜め規格化輝度と正面規格化
輝度との差、すなわち、白浮きの程度が小さくなり、イエロー、シアンおよびマゼンタサ
ブ画素の輝度が「１．０」になるとき、すなわち、画素の輝度が「１．０」になるとき、
斜め規格化輝度は正面規格化輝度と等しくなる。
【００６７】
　このように、本実施形態の液晶表示装置では、赤、緑および青サブ画素の輝度が「１．
０」であり、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度が「０．０」であるとき、
すなわち、画素の輝度がＹ１であるとき、斜め規格化輝度は正面規格化輝度と等しくなる
。これは、白浮きは、各サブ画素が中間輝度であるときに発生するが、最小輝度および最
大輝度のときには発生しないからである。
【００６８】
　また、これに付随して、輝度Ｙ１付近の輝度において、図４（ｃ）に示した比較例の液
晶表示装置の場合と比べて、斜め規格化輝度と正面規格化輝度との差が小さい。これは、
図４（ｃ）に示した比較例の液晶表示装置の場合では、すべてのサブ画素の輝度を同じ割
合で増加させているため、各サブ画素についての斜め規格化輝度と正面規格化輝度との差
がそれぞれ加算されることにより、白浮きの程度が大きくなるのに対して、図５（ｃ）に
示した本実施形態の液晶表示装置の場合では、赤、緑および青サブ画素およびイエロー、
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シアンおよびマゼンタサブ画素に分けた状態で輝度の増加を行っているため、斜め規格化
輝度と正面規格化輝度との差がそれほど大きくならないからである。
【００６９】
　以上のように、本実施形態の液晶表示装置では、斜め規格化輝度と正面規格化輝度との
差を小さくすることができるので、白浮きが抑制され、本実施形態の液晶表示装置を斜め
方向から観察する観察者に対してγ特性の視野角依存性の改善された表示を行うことがで
きる。なお、図５（ｃ）に示した本実施形態の液晶表示装置では、赤、緑および青サブ画
素の輝度を変化させたときの曲線は、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を
変化させたときの曲線と相似関係にある。
【００７０】
　また、上述した説明では、赤、緑および青サブ画素の輝度を増加させた後に、イエロー
、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を増加させたが、γ特性の視野角依存性を改善す
ることのみを目的とするならば、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を増加
させた後に、赤、緑および青サブ画素の輝度を増加させてもよい。しかしながら、赤、緑
および青サブ画素の輝度を増加させた後に、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の
輝度の増加を開始することにより、以下に示す利点が得られる。
【００７１】
　上述したように、本実施形態の液晶表示装置１００では、各サブ画素の面積が等しいた
め、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素を最小輝度にしたまま赤、緑および青サブ
画素を最大輝度にしたときの画素の輝度は、赤、緑および青サブ画素を最小輝度にしたま
まイエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素を最大輝度にしたときの画素の輝度よりも低
い。したがって、図５に示すように、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素を最小輝
度にしたまま赤、緑および青サブ画素を最大輝度にしたときの画素の輝度Ｙ１は、すべて
のサブ画素が最大輝度であるときの画素の輝度の半分よりも低く、輝度Ｙ１は０．５より
も小さい。
【００７２】
　人間の視覚は高輝度における輝度変化のずれに対して比較的鈍感であるのに対して、低
輝度における輝度変化のずれに対して比較的敏感であるため、赤、緑および青サブ画素の
輝度を先に増加させて、低輝度における相対輝度のずれ（白浮き）を抑制することにより
、人間の視覚に対する輝度変化のずれの影響を抑制することができる。また、各サブ画素
の階調数は等しく、例えばこれを２５６とすると、画素の輝度が０．０からＹ１までの階
調数が２５６となり、Ｙ１から１．０までの階調数が２５６となる。人間の視覚は高輝度
部分における輝度変化に比較的鈍感であるのに対して、低輝度部分における輝度変化に比
較的敏感であるが、本実施形態の液晶表示装置では、低輝度部分の階調数が高輝度部分の
階調数よりも多いので、低輝度においてより適切な輝度で表示を行うことができる。
【００７３】
　なお、図５を参照して説明した内容は、画素によって表示される色を黒から白に無彩色
のまま変化させるときのサブ画素の点灯（輝度の増加）の開始のタイミングのみを説明し
ているわけではないことに留意されたい。図５を参照して説明した内容は、画素によって
表示される無彩色に対応したサブ画素の輝度（表示階調）を設定するためのアルゴリズム
に他ならない。
【００７４】
　つまり、本実施形態の液晶表示装置では、図５（ａ）に示した無彩色を表示するための
サブ画素の輝度の組み合わせが、上述したアルゴリズムに基づいて設定されている。言い
換えると、図５（ｂ）は、単に、サブ画素を点灯させる（輝度の増加を開始する）タイミ
ングを示しているだけでなく、図５（ａ）に示した無彩色を表示するためのサブ画素の輝
度の組み合わせそのものを示している。例えば、図５（ａ）の点Ｐに示した色を表示する
場合、赤、緑、青、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度は、（「１．０」、
「１．０」、「１．０」、「０．５」、「０．５」、「０．５」）と設定される。なお、
各サブ画素の輝度は、上述したアルゴリズムに基づいて予め用意されていてもよく、ある
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いは、演算によって生成されてもよい。
【００７５】
　なお、上述した説明では、赤、緑、青、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素は、
表１に示した色度ｘ、ｙを有していたが、本発明の液晶表示装置はこれに限定されない。
【００７６】
　図７に、ＸＹＺ表色系色度図におけるスペクトル軌跡および主波長を示している。本明
細書において、主波長が６０５ｎｍ以上６３５ｎｍ以下のサブ画素を赤サブ画素と称し、
主波長が５６５ｎｍ以上５８０ｎｍ以下のサブ画素をイエローサブ画素と称し、主波長が
５２０ｎｍ以上５５０ｎｍ以下のサブ画素を緑サブ画素と称し、主波長が４７５ｎｍ以上
５００ｎｍ以下の主波長をシアンサブ画素と称し、主波長が４７０ｎｍ以下の主波長を青
サブ画素と称している。
【００７７】
　また、上述した説明では、赤、緑および青サブ画素の輝度を同じ割合で増加させるとき
の画素の色度は、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を同じ割合で増加させ
るときの画素の色度と等しかったが、実際には、赤、緑および青サブ画素によって表示さ
れる色の色度は、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素によって表示される色の色度
とわずかに異なっていてもよい。具体的には、赤、緑および青サブ画素によって表示され
る色の色度と、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素によって表示される色の色度と
の差ΔｘおよびΔｙはそれぞれ±０．０１程度異なっていても、赤、緑および青サブ画素
の輝度、および、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度をそれぞれ同じ割合で
増加させることにより、画素の色度を実質的に変化させることなく明度を増加させること
ができる。
【００７８】
　本実施形態の液晶表示装置１００（図１参照）において、画像処理回路３００は、３原
色の輝度を示す映像信号に基づいて多原色表示パネル２００のための信号（多原色信号）
を生成してもよい。映像信号は、一般的な３原色液晶表示装置に適合する信号であるが、
この映像信号を多原色表示パネル２００に適合させるために、画像処理回路３００は、映
像信号を多原色信号に変換する。
【００７９】
　図８に、本実施形態の液晶表示装置１００の構成を示す。図８に示すように、本実施形
態の液晶表示装置１００において画像処理回路３００は、信号変換回路３０２と、多原色
用パネルドライバ３０４とを有している。
【００８０】
　信号変換回路（多原色変換回路）３０２は、３原色（すなわち、赤、緑および青）の輝
度を示す映像信号を入力信号として受け取り、３原色の輝度を多原色（ここでは、赤、緑
、青、イエロー、シアンおよびマゼンタ）の輝度に変換し、多原色の輝度を示す多原色信
号を出力信号として多原色用パネルドライバ３０４に出力する。多原色用パネルドライバ
３０４は、信号変換回路３０２からの多原色信号に基づいて多原色表示パネル２００を駆
動する。
【００８１】
　図９に、信号変換回路３０２の構成を示す。図９に示すように、信号変換回路３０２は
、映像信号によって特定される色を無彩色成分および有彩色成分に分離する色成分分離部
３１０と、映像信号の有彩色成分を多原色の色成分に変換する有彩色成分変換部３１２と
、映像信号の無彩色成分を多原色の色成分に変換する無彩色成分変換部３１４と、有彩色
成分変換部３１２および無彩色成分変換部３１４によって変換された多原色の色成分を合
成する合成部３１６とを有している。
【００８２】
　まず、映像信号によって特定される色が無彩色である場合を説明する。映像信号によっ
て特定される色が無彩色である場合、映像信号に示された３原色の輝度（輝度レベル）は
いずれも等しい。この場合、色成分分離部３１０は、その輝度（輝度レベル）を無彩色成



(16) JP WO2007/097080 A1 2007.8.30

10

20

30

40

50

分ｗとする。なお、上述したように、色成分分離部３１０は、映像信号によって特定され
る色を無彩色成分および有彩色成分に分離するものであるが、ここでは、映像信号によっ
て特定される色が無彩色であるため、有彩色成分は存在しない。
【００８３】
　無彩色成分変換部３１４は無彩色成分ｗを多原色の色成分に変換し、これにより、無彩
色成分に対応する多原色の輝度（ｒ’、ｇ’、ｂ’、ｙｅ’、ｃ’、ｍ’）を示す信号が
生成される。この変換は、上述したアルゴリズムに従って行われる。具体的には、図５を
参照して説明したように、無彩色成分ｗを、優先的に第１グループのサブ画素（ここで、
は赤、緑および青サブ画素）に割り当てた後で、第２グループのサブ画素（ここでは、イ
エロー、シアンおよびマゼンタサブ画素）に割り当てる。
【００８４】
　次いで、合成部３１６は、輝度（ｒ’、ｇ’、ｂ’、ｙｅ’、ｃ’、ｍ’）をクリッピ
ングする。輝度（ｒ’、ｇ’、ｂ’、ｙｅ’、ｃ’、ｍ’）は、所定の範囲を越えていた
場合、クリッピングにより、所定の範囲内に収められる。このようにして、多原色の輝度
を示す多原色信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、Ｃ、Ｍ）が生成される。
【００８５】
　なお、上述した説明では、映像信号によって特定される色が、無彩色、すなわち、無彩
色成分のみを有していたが、本発明はこれに限定されない。映像信号によって特定される
色は無彩色成分と有彩色成分とを含む有彩色であってもよい。以下、図９および図１０を
参照して説明する。
【００８６】
　映像信号によって特定される色が無彩色成分および有彩色成分を含む有彩色である場合
、映像信号に示された３原色の輝度（輝度レベル）は等しくはない。映像信号（入力信号
）に示された３原色の輝度をＲｉ、ＧｉおよびＢｉとすると、色成分分離部３１０は、図
１０（ａ）に示すように、映像信号に示された３原色の輝度のうち最も低い輝度（Ｍｉｎ
（Ｒｉ、Ｇｉ、Ｂｉ））を決定し、これを無彩色成分ｗとする（ｗ＝Ｍｉｎ（Ｒｉ、Ｇｉ
、Ｂｉ））。図１０（ａ）では、ｗ＝Ｂである。次いで、色成分分離部３１０は、３原色
の輝度から無彩色成分ｗを減算することにより、有彩色成分に対応する輝度（Ｒｉ－ｗ、
Ｇｉ－ｗ、Ｂｉ－ｗ）を得る。
【００８７】
　有彩色成分変換部３１２は有彩色成分（Ｒｉ－ｗ、Ｇｉ－ｗ、Ｂｉ－ｗ）を多原色の色
成分に変換し、これにより、有彩色成分に対応する多原色の輝度（ｒ、ｇ、ｂ、ｙｅ、ｃ
、ｍ）を示す信号が生成される。また、無彩色成分変換部３１４は無彩色成分ｗを多原色
の色成分に変換し、これにより、無彩色成分に対応する多原色の輝度（ｒ’、ｇ’、ｂ’
、ｙｅ’、ｃ’、ｍ’）が生成される。なお、無彩色成分変換部３１４による変換は、上
述したアルゴリズムに従って行われる。
【００８８】
　合成部３１６は、輝度（ｒ、ｇ、ｂ、ｙｅ、ｃ、ｍ）および輝度（ｒ’、ｇ’、ｂ’、
ｙｅ’、ｃ’、ｍ’）を加算およびクリッピングし、多原色の輝度（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、
Ｃ、Ｍ）を示す多原色信号を生成する。以上のようにして、本実施形態の液晶表示装置１
００では、映像信号によって特定される色が無彩色成分だけでなく有彩色成分を含む場合
でも、白浮きを抑制することができる。
【００８９】
　なお、図１０（ｂ）に示すように、映像信号によって示された輝度（輝度レベル）の最
小値および最大値の差が小さい場合、すなわち、映像信号によって特定される色が無彩色
に近い有彩色である場合、映像信号の最大輝度に対する無彩色成分ｗの割合は大きい。ま
た、図１０（ｃ）に、映像信号によって特定される色が無彩色であるときの３原色の輝度
を示す。この場合、赤、緑および青の輝度（輝度レベル）は等しく（Ｒｉ＝Ｇｉ＝Ｂｉ）
、有彩色成分（Ｒｉ－ｗ、Ｇｉ－ｗ、Ｂｉ－ｗ）はいずれもゼロとなる。なお、図１０（
ｄ）に示すように、３原色の輝度（輝度レベル）のいずれかがゼロの場合、無彩色成分ｗ
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はゼロ（最小値）である。
【００９０】
　上述した信号変換回路３０２の変換方法は一例にすぎず、他の方法で多原色信号を生成
してもよい。例えば、ＲＧＢ３次元のルックアップテーブルを用いて、多原色信号を生成
してもよい。
【００９１】
　以下、図１１および図１２を参照して、比較例の液晶表示装置と比較しながら本実施形
態の液晶表示装置における輝度の変換を説明する。まず、図１１を参照して、比較例の液
晶表示装置における入力信号（映像信号）によって示される３原色の輝度（輝度レベル）
と出力信号（多原色信号）によって示される多原色の輝度（輝度レベル）との関係を説明
する。
【００９２】
　ここで、入力信号の輝度（輝度レベル）は、赤、緑および青サブ画素を最大階調にした
ときの輝度に対する輝度である。また、出力信号の輝度（輝度レベル）は、赤、緑、青、
イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素を最大階調にしたときの輝度に対する輝度であ
る。この場合、入力信号の輝度は出力信号の輝度と等しい。図１１（ａ）に示すように、
入力信号の輝度が０．１であるとき、すなわち、入力信号によって示された赤、緑および
青サブ画素の輝度（輝度レベル）がそれぞれ「０．１」であるとき、この入力信号を変換
することにより、赤、緑、青、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度（輝度レ
ベル）がそれぞれ、「０．１」であることを示す出力信号が生成される。
【００９３】
　同様に、図１１（ｂ）に示すように、入力信号の輝度が０．３であるとき、すなわち、
入力信号によって示された赤、緑および青サブ画素の輝度がそれぞれ「０．３」であると
き、この入力信号を変換することにより、赤、緑、青、イエロー、シアンおよびマゼンタ
サブ画素の輝度がそれぞれ、「０．３」であることを示す出力信号が生成される。また、
同様に、図１１（ｃ）に示すように、入力信号の輝度が１．０であるとき、この入力信号
を変換することにより、赤、緑、青、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度が
「１．０」であることを示す出力信号が生成される。以上のように、比較例の液晶表示装
置では、赤、緑、青、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度は入力信号の輝度
に応じて線形的に変化する。
【００９４】
　次いで、図１２を参照して、本実施形態の液晶表示装置における入力信号によって示さ
れる輝度（輝度レベル）と出力信号によって示される輝度（輝度レベル）との関係を説明
する。ここでは、入力信号によって特定される色が無彩色である場合を説明する。
【００９５】
　図１２（ａ）に示すように、入力信号の輝度が０．１であるとき、すなわち、入力信号
によって示された赤、緑および青サブ画素の輝度がそれぞれ０．１であるとき、この輝度
０．１は信号変換回路３０２（図８参照）によって変換され、赤、緑および青サブ画素の
輝度が「０．１」よりも大きな値であり、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝
度が「０．０」であることを示す出力信号が生成される。ここで、出力信号の輝度も０．
１である。
【００９６】
　図１２（ｂ）に示すように、入力信号の輝度がＹ１であるとき、すなわち、入力信号に
よって示された赤、緑および青サブ画素の輝度がそれぞれＹ１であるとき、この輝度Ｙ１
は信号変換回路３０２によって変換され、赤、緑および青サブ画素の輝度が１．０であり
、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度が０．０であることを示す出力信号が
生成される。ここで、出力信号の輝度もＹ１である。
【００９７】
　また、図１２（ｃ）に示すように、入力信号の輝度が１．０であるとき、この輝度１．
０は信号変換回路３０２によって変換され、赤、緑、青、イエロー、シアンおよびマゼン
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タサブ画素の輝度が「１．０」であることを示す出力信号が生成する。
【００９８】
　本実施形態の液晶表示装置では、２つの範囲（すなわち、第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ１
）、第２範囲（Ｙ１≦Ｙ≦１．０））のうち画素の輝度Ｙが属する範囲に応じて各サブ画
素の輝度変化を変更している。第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ１）では、図１２（ｄ）に示す
ように、入力信号の輝度Ｙに応じて赤、緑および青サブ画素の輝度を変化させる。第１範
囲における輝度の最大変化量はＹ１である。また、第２範囲（Ｙ１≦Ｙ≦１．０）では、
図１２（ｅ）に示すように、入力信号の輝度Ｙに応じてイエロー、シアンおよびマゼンタ
サブ画素の輝度を変化させる。第２範囲における輝度の最大変化量は（１．０－Ｙ１）で
ある。
【００９９】
　このように信号変換回路３０２によって行われる変換を計算式で表すと、
０．０≦Ｙ＜Ｙ１の場合、
　Ｒ　＝１．０×（Ｙ／Ｙ１）、
　Ｇ　＝１．０×（Ｙ／Ｙ１）、
　Ｂ　＝１．０×（Ｙ／Ｙ１）、
　Ｙｅ＝０．０、
　Ｃ　＝０．０、
　Ｍ　＝０．０であり、
Ｙ１≦Ｙ≦１．０の場合、
　Ｒ　＝１．０、
　Ｇ　＝１．０、
　Ｂ　＝１．０、
　Ｙｅ＝１．０×（Ｙ－Ｙ１）、
　Ｃ　＝１．０×（Ｙ－Ｙ１）、
　Ｍ　＝１．０×（Ｙ－Ｙ１）である。
【０１００】
　ここで、Ｙは画素の輝度であり、Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、ＣおよびＭは、赤、緑、青、イエ
ロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度である。以上のように、本実施形態の液晶表
示装置では、画素の輝度に応じて異なる計算式にしたがって各サブ画素の輝度を変化させ
る。
【０１０１】
　また、上述した説明では、入力信号によって特定される色が無彩色であったが、本発明
はこれに限定されない。入力信号によって特定される色は、無彩色成分を有する有彩色で
あってもよい。この場合、Ｙの上限は１．０ではなく、無彩色成分ｗとなる。また、この
場合、図９を参照して上述したように、無彩色成分変換部３１４は、上述の計算式におけ
るＹを無彩色成分ｗに置換した計算を行うことにより、無彩色成分ｗを各サブ画素の色成
分（図９に示したｒ’、ｇ’、ｂ’、ｙｅ’、ｃ’、ｍ’に相当）に変換する。また、有
彩色成分変換部３１２は、有彩色成分を対応する各サブ画素の色成分に変換しており、合
成部３１６は、有彩色成分変換部３１２および無彩色成分変換部３１４によって変換した
各サブ画素の色成分を合成して、出力信号を生成する。
【０１０２】
　次いで、図１３を参照して、多原色液晶表示装置である本実施形態の液晶表示装置を３
原色液晶表示装置と比較しながら、同じ映像信号を本実施形態の液晶表示装置および３原
色液晶表示装置に入力したときのサブ画素の輝度の変化を説明する。ここで、「多原色液
晶表示装置」は４つ以上の原色を用いて表示を行う液晶表示装置を意味する。
【０１０３】
　図１３に示すように、本実施形態の液晶表示装置１００および３原色液晶表示装置５０
０の両方に、同じ入力信号が入力される。この入力信号はＲＧＢ信号またはＹＣｒＣｂ（
ＹＣＣ）信号である。ＹＣｒＣｂ信号は、一般にカラーテレビに用いられ、ＲＧＢ信号に
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変換可能な信号である。この入力信号は、多原色表示パネル２００および表示パネル６０
０の全体が黒から白に変化するグラデーション表示を行うような信号である。このような
入力信号を用いることにより、多原色液晶表示装置が本実施形態の液晶表示装置であるか
否かを容易に確認することができる。
【０１０４】
　なお、図１３に示すように、多原色表示パネル２００において、赤、緑、青、イエロー
、シアンおよびマゼンタサブ画素は短冊状の形状を有しており、赤、緑、青、イエロー、
シアンおよびマゼンタサブ画素の順番にストライプ状に配列されている。一方、表示パネ
ル６００において、赤、緑および青サブ画素も短冊状の形状を有しており、赤、緑および
青サブ画素の順番にストライプ状に配列されている。
【０１０５】
　３原色液晶表示装置５００において、表示パネル６００の部分Ｋは黒を表示する。部分
Ｋでは、すべてのサブ画素の輝度は「０．０」である。表示パネル６００の部分Ｉでは、
すべてのサブ画素の輝度は「Ｙ１」である。また、表示パネル６００の部分Ｓは白を表示
する。部分Ｓにおいて、すべてのサブ画素の輝度は「１．０」である。表示パネル６００
の部分Ｋから部分Ｓにわたって各サブ画素の輝度が大きくなり、画素の明度が高くなって
いる。
【０１０６】
　一方、本実施形態の液晶表示装置１００では、多原色表示パネル２００の部分Ｋは黒を
表示する。したがって、部分Ｋにおいてすべてのサブ画素の輝度は「０．０」である。多
原色表示パネル２００の部分Ｉでは、赤、緑および青サブ画素の輝度が「１．０」である
のに対して、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度は「０．０」である。多原
色表示パネル２００の部分Ｋと部分Ｉとの間では、部分Ｋから部分Ｉに進むにしたがって
、赤、緑および青サブ画素の輝度が高くなり、これにより、明度が高くなっている。また
、多原色表示パネル２００の部分Ｓは白を表示する。部分Ｓにおいて、すべてのサブ画素
の輝度は「１．０」である。なお、上述したように、ここでのサブ画素の輝度「１．０」
とは、所望の色温度設定時の白を実現するための各サブ画素の輝度を示している。多原色
表示パネル２００の部分Ｉと部分Ｓとの間では、部分Ｉから部分Ｓに進むにしたがって、
イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度が高くなり、これにより、明度が高くな
っている。これらのサブ画素の輝度は、グラデーション表示を行う多原色表示パネル２０
０および表示パネル６００の画素をルーペなどで拡大して観察することによってチェック
することができる。
【０１０７】
　なお、図２に示した画素２１０におけるサブ画素は、赤、緑、青、イエロー、シアンお
よびマゼンタサブ画素の順番に配列されていたが、本発明の液晶表示装置においてサブ画
素の配列の順番はこれに限定されない。サブ画素は図２に示したものとは異なる順番で配
列されていてもよい。
【０１０８】
　また、上述した説明では、サブ画素はストライプ状に配列されていたが、本実施形態の
液晶表示装置はこれに限定されない。各サブ画素は田の字状に配列されていてもよい。
【０１０９】
　（実施形態２）
　上述した説明では、赤、緑および青サブ画素の輝度が「１．０」に達した後、イエロー
、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を開始したが、本発明はこれに限定されな
い。本実施形態の液晶表示装置は、赤、緑および青サブ画素の輝度が「１．０」に達する
前に、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を開始してもよい。
【０１１０】
　以下、本発明による液晶表示装置の第２実施形態を説明する。本実施形態の液晶表示装
置は、赤、緑および青サブ画素の輝度が「１．０」に達する前に、イエロー、シアンおよ
びマゼンタサブ画素の輝度の増加を開始する点を除いて、図１、図８および図９を参照し
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て説明した実施形態１の液晶表示装置と同様の構成を有しており、冗長さを避けるために
、重複する説明を省略する。
【０１１１】
　図１４を参照して、本実施形態の液晶表示装置において画素によって表示される色を黒
から白に無彩色のまま変化させる場合についての赤、緑、青、イエロー、シアンおよびマ
ゼンタサブ画素の輝度の変化を説明する。図１４（ａ）および図１４（ｂ）に示すように
、画素によって表示される色が黒であるとき、すべてのサブ画素、すなわち、赤、緑、青
、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度は「０．０」である。
【０１１２】
　本実施形態の液晶表示装置でも、まず、赤、緑および青サブ画素の輝度の増加を開始す
る。赤、緑および青サブ画素の輝度を増加させると、明度が増加し、画素によって表示さ
れる色は黒からグレーに変化する。赤、緑および青サブ画素の輝度の増加を続け、赤、緑
および青サブ画素の輝度が「１．０」より小さい所定の値（ここでは、「０．９」）に達
すると、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を開始する。赤、緑およ
び青サブ画素の輝度が所定の値に達したときの画素の輝度はＹ２である。すべての画素の
輝度の増加をさらに続けると、赤、緑および青サブ画素の輝度は「１．０」に達する。赤
、緑および青サブ画素の輝度が「１．０」に達したときの画素の輝度はＹ３である。この
後、赤、緑および青サブ画素の輝度は「１．０」に保持される。
【０１１３】
　次いで、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を続け、イエロー、シ
アンおよびマゼンタサブ画素の輝度が「１．０」に達し、すべてのサブ画素（すなわち、
赤、緑、青、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素）の輝度が「１．０」に達すると
、画素によって表示される色はグレーから白に変化する。以上のように、本実施形態の液
晶表示装置では、画素によって表示される色を黒から白に無彩色のまま変化させる場合、
まず、赤、緑および青サブ画素の輝度の増加を開始し、赤、緑および青サブ画素の輝度が
「１．０」より小さい所定の値に達したら、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の
輝度の増加を開始する。
【０１１４】
　ここで、図１４（ｃ）を参照して、本実施形態の液晶表示装置における、正面規格化輝
度に対する斜め規格化輝度との関係を説明する。図１４（ｃ）のグラフにおいて、本実施
形態の液晶表示装置における結果を太線で示しており、斜め方向の輝度変化が正面方向の
輝度変化と等しい理想的な場合を細線で示している。
【０１１５】
　本実施形態の液晶表示装置でも、赤、緑および青サブ画素の輝度を同じ割合で増加させ
ていくと斜め規格化輝度および正面規格化輝度のいずれも増加する。このとき、斜め規格
化輝度は正面規格化輝度よりも高くなり、わずかながら白浮き現象が発生する。しかしな
がら、本実施形態の液晶表示装置では、実施形態１の液晶表示装置と同様に、赤、緑およ
び青サブ画素の輝度が所定の値（例えば、０．２）を越えて大きくなるにつれて、斜め規
格化輝度と正面規格化輝度との差、すなわち、白浮きの程度が小さくなる。ただし、本実
施形態の液晶表示装置では、赤、緑および青サブ画素の輝度が「０．９」を越えると、イ
エロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を開始するため、斜め規格化輝度と
正面規格化輝度との差は、赤、緑および青サブ画素による差とイエロー、シアンおよびマ
ゼンタサブ画素による差との和になる。
【０１１６】
　赤、緑および青サブ画素の輝度が「１．０」になると、斜め規格化輝度と正面規格化輝
度との差は、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素によるもののみになり、実施形態
１の液晶表示装置において図５（ｃ）を参照して説明したのと同様に、イエロー、シアン
およびマゼンタサブ画素の輝度が所定の値（例えば、０．２）を越えると、イエロー、シ
アンおよびマゼンタサブ画素の輝度が「１．０」に近づくにつれて斜め規格化輝度と正面
規格化輝度との差、すなわち、白浮きの程度が小さくなり、イエロー、シアンおよびマゼ
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ンタサブ画素の輝度が「１．０」になるとき、すなわち、画素の輝度が「１．０」になる
とき、斜め規格化輝度は正面規格化輝度と等しくなる。
【０１１７】
　本実施形態の液晶表示装置では、赤、緑および青サブ画素の高輝度部分およびイエロー
、シアンおよびマゼンタサブ画素の低輝度部分は重なっているが、重なっていない部分で
は、各サブ画素についての正面規格化輝度と斜め規格化輝度との差が加算されないため、
すべてのサブ画素の輝度を同様に増加させる図４（ｃ）に示した比較例の液晶表示装置の
場合と比べて、本実施形態の液晶表示装置では、正面規格化輝度と斜め規格化輝度との差
が小さくなり、白浮きが抑制される。
【０１１８】
　また、図５（ｃ）に示した実施形態１の液晶表示装置では、画素の輝度がＹ１に近づく
につれて正面規格化輝度と斜め規格化輝度との差が小さくなり、画素の輝度がＹ１になる
ときに正面規格化輝度と斜め規格化輝度との差がゼロになったあと、画素の輝度がＹ１を
越えて大きくなるにつれて正面規格化輝度と斜め規格化輝度との差が再び大きくなってお
り、画素の輝度Ｙ１付近で大きく変曲しているため、斜め方向の観察者に対する輝度Ｙ１
付近の輝度変化を十分に表示できないおそれがある。それに対して、本実施形態の液晶表
示装置では、図１４（ｃ）において丸で囲んだように、斜め規格化輝度がＹ２からＹ３付
近において、曲線が滑らかに変曲しているため、斜め方向の観察者にも輝度Ｙ１（Ｙ２＜
Ｙ１＜Ｙ３）付近の輝度変化を十分に表示することができる。なお、図１４（ｃ）の破線
に示したように、ここでも、赤、緑および青サブ画素の輝度を変化させたときの曲線は、
イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を変化させたときの曲線と、相似関係に
ある。
【０１１９】
　次いで、図１５を参照して、本実施形態の液晶表示装置における入力信号によって示さ
れる輝度（輝度レベル）と出力信号によって示される輝度（輝度レベル）との関係を説明
する。ここでも、入力信号の輝度（輝度レベル）は、３原色液晶表示装置において赤、緑
および青サブ画素が最大輝度であるときの画素の輝度を１．０として規格化した輝度であ
る。また、出力信号の輝度（輝度レベル）は、赤、緑、青、イエロー、シアンおよびマゼ
ンタサブ画素が最大輝度であるときの画素の輝度を１．０として規格化した輝度である。
また、ここでも、入力信号によって特定される色は無彩色である。
【０１２０】
　図１５（ａ）に示すように、入力信号の輝度がＹ２（０．０＜Ｙ２＜１．０）であると
き、すなわち、赤、緑および青サブ画素の輝度がそれぞれＹ２であるとき、この輝度Ｙ２
は信号変換回路３０２（図８参照）によって変換され、赤、緑および青サブ画素の輝度が
「０．９」であり、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度が「０．０」である
ことを示す出力信号が生成される。このとき出力信号の輝度はＹ２である。また、図１５
（ｂ）に示すように、入力信号の輝度がＹ３（Ｙ２＜Ｙ３＜１．０）であるとき、すなわ
ち、赤、緑および青サブ画素の輝度がそれぞれＹ３であるとき、この輝度Ｙ３は信号変換
回路３０２によって変換され、赤、緑および青サブ画素の輝度が１．０であり、イエロー
、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度が０．１であることを示す出力信号が生成される
。このとき出力信号の輝度はＹ３である。また、図１５（ｃ）に示すように、入力信号の
輝度が１．０であるとき、すなわち、赤、緑および青サブ画素の輝度がそれぞれ１．０で
あるとき、この輝度１．０は信号変換回路３０２によって変換され、赤、緑、青、イエロ
ー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度が１．０であることを示す出力信号が生成され
る。
【０１２１】
　本実施形態の液晶表示装置では、３つの範囲（すなわち、第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ２
）、第２範囲（Ｙ２≦Ｙ＜Ｙ３）、および第３範囲（Ｙ３≦Ｙ≦１．０））のうち輝度Ｙ
が属する範囲に応じて各サブ画素の輝度変化を変更している。第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ
２）では、図１５（ｄ）に示すように、入力信号の輝度Ｙに応じて赤、緑および青サブ画
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素の輝度を変化させる。第１範囲における輝度の最大変化量はＹ２である。第２範囲（Ｙ
２≦Ｙ＜Ｙ３）では、図１５（ｅ）に示すように、入力信号の輝度Ｙに応じて赤、緑、青
、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を変化させる。第２範囲における輝度
の最大変化量は（Ｙ３－Ｙ２）である。第３範囲（Ｙ３≦Ｙ≦１．０）では、図１５（ｆ
）に示すように、入力信号の輝度Ｙに応じてイエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の
輝度を変化させる。第３範囲における輝度の最大変化量は（１．０－Ｙ３）である。
【０１２２】
　このように信号変換回路３０２によって行われる変換を計算式で表すと、
第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ２）の場合、
　Ｒ　＝０．９×（Ｙ／Ｙ２）、
　Ｇ　＝０．９×（Ｙ／Ｙ２）、
　Ｂ　＝０．９×（Ｙ／Ｙ２）、
　Ｙｅ＝０．０、
　Ｃ　＝０．０、
　Ｍ　＝０．０であり、
第２範囲（Ｙ２≦Ｙ＜Ｙ３）の場合、
　Ｒ　＝０．１×（Ｙ－Ｙ２）／（Ｙ３－Ｙ２）＋０．９、
　Ｇ　＝０．１×（Ｙ－Ｙ２）／（Ｙ３－Ｙ２）＋０．９、
　Ｂ　＝０．１×（Ｙ－Ｙ２）／（Ｙ３－Ｙ２）＋０．９、
　Ｙｅ＝０．１×（Ｙ－Ｙ２）／（Ｙ３－Ｙ２）、
　Ｃ　＝０．１×（Ｙ－Ｙ２）／（Ｙ３－Ｙ２）、
　Ｍ　＝０．１×（Ｙ－Ｙ２）／（Ｙ３－Ｙ２）であり、
第３範囲（Ｙ３≦Ｙ≦１．０）の場合、
　Ｒ　＝１．０、
　Ｇ　＝１．０、
　Ｂ　＝１．０、
　Ｙｅ＝０．９×（Ｙ－Ｙ３）／（１．０－Ｙ３）、
　Ｃ　＝０．９×（Ｙ－Ｙ３）／（１．０－Ｙ３）、
　Ｍ　＝０．９×（Ｙ－Ｙ３）／（１．０－Ｙ３）である。
【０１２３】
　ここで、Ｙは画素の輝度であり、Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、ＣおよびＭは、赤、緑、青、イエ
ロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度である。以上のように、本実施形態の液晶表
示装置では、画素の輝度が属する範囲に応じて異なる計算式にしたがって各サブ画素の輝
度がそれぞれ変化する。
【０１２４】
　なお、上述した説明では、所定の値は「０．９」であったが、本実施形態の液晶表示装
置はこれに限定されない。本発明の液晶表示装置において、所定の値は、０．３以上１．
０未満の値であってもよい。
【０１２５】
　次いで、図１６を参照して、赤、緑および青サブ画素の輝度がＣ１（０．３≦Ｃ１＜１
．０）に達した後、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を開始する場
合の各サブ画素の輝度の変化を説明する。ここでも、入力信号によって特定される色が無
彩色である。
【０１２６】
　図１６（ａ）に示すように、入力信号の輝度がＹ２（０．０＜Ｙ２＜１．０）であると
き、すなわち、赤、緑および青サブ画素の輝度がそれぞれＹ２であるとき、この輝度Ｙ２
は信号変換回路３０２（図８参照）によって変換され、赤、緑および青サブ画素の輝度が
「Ｃ１」であり、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度が「０．０」であるこ
とを示す出力信号が生成される。このとき出力信号の輝度はＹ２である。また、図１６（
ｂ）に示すように、入力信号の輝度がＹ３（Ｙ２＜Ｙ３＜１．０）であるとき、すなわち
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、赤、緑および青サブ画素の輝度がそれぞれＹ３であるとき、この輝度Ｙ３は信号変換回
路３０２によって変換され、赤、緑および青サブ画素の輝度が「１．０」であり、イエロ
ー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度が「１．０－Ｃ１」であることを示す出力信号
が生成される。このとき出力信号の輝度はＹ３である。また、図１６（ｃ）に示すように
、入力信号の輝度が１．０であるとき、すなわち、赤、緑および青サブ画素の輝度がそれ
ぞれ１．０であるとき、この輝度「１．０」は信号変換回路３０２によって変換され、赤
、緑、青、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度がそれぞれ「１．０」である
ことを示す出力信号が生成される。
【０１２７】
　本実施形態の液晶表示装置では、３つの範囲（すなわち、第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ２
）、第２範囲（Ｙ２≦Ｙ＜Ｙ３）、および第３範囲（Ｙ３≦Ｙ≦１．０））のうち輝度Ｙ
が属する範囲に応じて各サブ画素の輝度変化を変更している。第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ
２）では、図１６（ｄ）に示すように、入力信号の輝度Ｙに応じて赤、緑および青サブ画
素の輝度を変化させる。第１範囲における輝度の最大変化量はＹ２である。第２範囲（Ｙ
２≦Ｙ＜Ｙ３）では、図１６（ｅ）に示すように、入力信号の輝度Ｙに応じて赤、緑、青
、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を変化させる。第２範囲における輝度
の最大変化量は（Ｙ３－Ｙ２）である。第３範囲（Ｙ３≦Ｙ≦１．０）では、図１６（ｆ
）に示すように、入力信号の輝度Ｙに応じてイエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の
輝度を変化させる。第３範囲における輝度の最大変化量は（１．０－Ｙ３）である。
【０１２８】
　各サブ画素の輝度を計算式で表すと、
第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ２）の場合、
　Ｒ　＝Ｃ１×（Ｙ／Ｙ２）、
　Ｇ　＝Ｃ１×（Ｙ／Ｙ２）、
　Ｂ　＝Ｃ１×（Ｙ／Ｙ２）、
　Ｙｅ＝０．０、
　Ｃ　＝０．０、
　Ｍ　＝０．０であり、
第２範囲（Ｙ２≦Ｙ＜Ｙ３）の場合、
　Ｒ　＝（１．０－Ｃ１）×（Ｙ－Ｙ２）／（Ｙ３－Ｙ２）＋Ｃ１、
　Ｇ　＝（１．０－Ｃ１）×（Ｙ－Ｙ２）／（Ｙ３－Ｙ２）＋Ｃ１、
　Ｂ　＝（１．０－Ｃ１）×（Ｙ－Ｙ２）／（Ｙ３－Ｙ２）＋Ｃ１、
　Ｙｅ＝（１．０－Ｃ１）×（Ｙ－Ｙ２）／（Ｙ３－Ｙ２）、
　Ｃ　＝（１．０－Ｃ１）×（Ｙ－Ｙ２）／（Ｙ３－Ｙ２）、
　Ｍ　＝（１．０－Ｃ１）×（Ｙ－Ｙ２）／（Ｙ３－Ｙ２）であり、
第３範囲（Ｙ３≦Ｙ≦１．０）の場合、
　Ｒ　＝１．０、
　Ｇ　＝１．０、
　Ｂ　＝１．０、
　Ｙｅ＝Ｃ１×（Ｙ－Ｙ３）／（１．０－Ｙ３）、
　Ｃ　＝Ｃ１×（Ｙ－Ｙ３）／（１．０－Ｙ３）、
　Ｍ　＝Ｃ１×（Ｙ－Ｙ３）／（１．０－Ｙ３）である。
【０１２９】
　ここで、Ｙは画素の輝度であり、Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、ＣおよびＭは、赤、緑、青、イエ
ロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度であり、Ｃ１は所定の値である。以上のよう
に、本実施形態の液晶表示装置では、画素の輝度が属する範囲に応じて異なる計算式にし
たがって各サブ画素の輝度がそれぞれ変化する。
【０１３０】
　また、上述した説明では、入力信号によって特定される色が無彩色であったが、本発明
はこれに限定されない。入力信号によって特定される色は、無彩色成分を有する有彩色で
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あってもよい。
【０１３１】
　なお、上述した説明では、第２範囲（Ｙ２≦Ｙ＜Ｙ３）において、赤、緑および青サブ
画素の輝度はイエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素と同じ割合で変化したが、本発明
の液晶表示装置はこれに限定されない。第２範囲（Ｙ２≦Ｙ＜Ｙ３）において、赤、緑お
よび青サブ画素の輝度はイエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素と異なる割合で変化し
てもよい。
【０１３２】
　（実施形態３）
　上述した説明では、赤、緑および青サブ画素の輝度を同じ割合で変化させていたが、本
発明はこれに限定されない。赤、緑および青サブ画素の輝度を異なる割合で変化させても
よい。
【０１３３】
　以下、本発明による液晶表示装置の第３実施形態を説明する。本実施形態の液晶表示装
置は、赤、緑および青サブ画素の輝度を異なる割合で変化させる点を除いて、図１、図８
および図９を参照して説明した実施形態１の液晶表示装置と同様の構成を有しており、冗
長さを避けるために、重複する説明を省略する。
【０１３４】
　表２に、本実施形態の液晶表示装置において、赤サブ画素（Ｒ）、緑サブ画素（Ｇ）、
青サブ画素（Ｂ）、イエローサブ画素（Ｙｅ）、シアンサブ画素（Ｃ）およびマゼンタサ
ブ画素（Ｍ）のそれぞれの色度ｘおよびｙ、ならびにＹ値を示す。このとき、液晶表示装
置における色温度は６５００Ｋである。
【０１３５】
【表２】

【０１３６】
　実施形態１および実施形態２の液晶表示装置とは異なり、本実施形態の液晶表示装置で
は、赤、緑および青サブ画素の輝度を「１．０」にしたときの画素の色度は、イエロー、
シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を「１．０」にしたときの画素の色度と異なる。例
えば、赤、緑および青サブ画素の輝度を「１．０」にしたときの画素の色度ｘおよびｙが
０．３２３，０．３１７であるのに対して、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の
輝度を「１．０」にしたときの画素の色度ｘおよびｙは０．３１３，０．３２９である。
【０１３７】
　このように、赤、緑および青サブ画素の輝度を「１．０」にしたときの画素の色度は、
イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を「１．０」にしたときの画素の色度と
異なることから、すべてのサブ画素の輝度を「１．０」にしたときの画素の色度は、赤、
緑および青サブ画素の輝度を「１．０」にしたときの画素の色度と異なる。
【０１３８】
　本実施形態の液晶表示装置では、赤、緑および青サブ画素のみによって、すべてのサブ
画素の輝度を「１．０」にしたときの画素の色度と同じ色度を表示するために、赤、緑お
よび青サブ画素の輝度を異なる割合で増加させる。例えば、赤、緑および青サブ画素の輝
度を０．８：１．０：０．９の割合で増加させることにより、すべてのサブ画素の輝度を
「１．０」にしたときの画素の色度と同じ色度を表示することができる。また、この場合
、赤、青、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度をそれぞれ０．２：０．１：
１．０：１．０：１．０の割合で増加させたときの画素の色度は、赤、緑および青サブ画
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素の輝度を０．８：１．０：０．９の割合で増加させたときの画素の色度と等しくなる。
このように、本実施形態の液晶表示装置では、赤、緑および青サブ画素の輝度を異なる割
合で変化させており、無彩色は、赤、緑および青サブ画素（第１グループのサブ画素）、
および、赤、青、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素（すなわち、第１グループの
一部のサブ画素と第２グループのサブ画素）によって表示される。
【０１３９】
　以下、図１７を参照して、本実施形態の液晶表示装置における入力信号によって示され
る輝度（輝度レベル）と出力信号によって示される輝度（輝度レベル）との関係を説明す
る。ここでも、入力信号の輝度は、３原色液晶表示装置において赤、緑および青サブ画素
が最大輝度であるときの画素の輝度を１．０として規格化した輝度である。また、出力信
号の輝度は、赤、緑、青、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素が最大輝度であると
きの画素の輝度を１．０として規格化した輝度である。また、ここでも、出力信号によっ
て特定される色は無彩色である。
【０１４０】
　図１７（ａ）に示すように、入力信号の輝度がＹ４（０．０＜Ｙ４＜１．０）であると
き、すなわち、赤、緑および青サブ画素の輝度がそれぞれＹ４であるとき、この輝度Ｙ４
は信号変換回路３０２（図８参照）によって変換され、赤、緑および青サブ画素の輝度が
「０．８」、「１．０」、「０．９」であり、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素
の輝度が「０．０」であることを示す出力信号が生成される。このとき出力信号の輝度は
Ｙ４である。また、図１７（ｂ）に示すように、入力信号の輝度がＹ５（Ｙ５＝（Ｙ４＋
１．０）／２）であるとき、すなわち、赤、緑および青サブ画素の輝度がそれぞれＹ５で
あるとき、この輝度Ｙ５は信号変換回路３０２によって変換され、赤、緑および青サブ画
素の輝度が「０．９」、「１．０」、「０．９５」であり、イエロー、シアンおよびマゼ
ンタサブ画素の輝度が「０．５」であることを示す出力信号が生成される。このとき出力
信号の輝度はＹ５である。また、図１７（ｃ）に示すように、入力信号の輝度が１．０で
あるとき、すなわち、赤、緑および青サブ画素の輝度がそれぞれ１．０であるとき、この
輝度１．０は信号変換回路３０２によって変換され、赤、緑、青、イエロー、シアンおよ
びマゼンタサブ画素の輝度が「１．０」であることを示す出力信号が生成される。
【０１４１】
　本実施形態の液晶表示装置では、２つの範囲（すなわち、第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ４
）、第２範囲（Ｙ４≦Ｙ≦１．０））のうち輝度Ｙが属する範囲に応じて各サブ画素の輝
度変化を変更している。第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ４）では、図１７（ｄ）に示すように
、入力信号の輝度Ｙに応じて赤、緑および青サブ画素の輝度を変化させる。第２範囲（Ｙ
４≦Ｙ≦１．０）では、図１７（ｅ）に示すように、入力信号の輝度Ｙに応じてイエロー
、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を変化させる。第２範囲における輝度の最大変化
量は（１．０－Ｙ４）である。
【０１４２】
　このように信号変換回路３０２によって行われる変換を計算式で表すと、
第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ４）の場合、
　Ｒ　＝０．８×（Ｙ／Ｙ４）、
　Ｇ　＝１．０×（Ｙ／Ｙ４）、
　Ｂ　＝０．９×（Ｙ／Ｙ４）、
　Ｙｅ＝０．０、
　Ｃ　＝０．０、
　Ｍ　＝０．０であり、
第２範囲（Ｙ４≦Ｙ≦１．０）の場合、
　Ｒ　＝０．２×（Ｙ－Ｙ４）／（１．０－Ｙ４）＋０．８、
　Ｇ　＝１．０、
　Ｂ　＝０．１×（Ｙ－Ｙ４）／（１．０－Ｙ４）＋０．９、
　Ｙｅ＝１．０×（Ｙ－Ｙ４）／（１．０－Ｙ４）、
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　Ｃ　＝１．０×（Ｙ－Ｙ４）／（１．０－Ｙ４）、
　Ｍ　＝１．０×（Ｙ－Ｙ４）／（１．０－Ｙ４）である。
【０１４３】
　なお、上述した説明では、赤、緑および青サブ画素の輝度が「０．８」、「１．０」、
「０．９」に達した後、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を開始し
たが、本発明の液晶表示装置はこれに限定されない。本発明の液晶表示装置は、赤、緑お
よび青サブ画素の輝度がそれぞれ０．８、１．０、０．９とは異なる値に達した後、イエ
ロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を開始してもよい。
【０１４４】
　この場合、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を開始するときの赤
、緑および青サブ画素の輝度をそれぞれＣ２、Ｃ３、Ｃ４（０．０＜Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４≦
１．０）とし、各サブ画素の輝度を計算式で表すと、
第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ４）の場合、
　Ｒ　＝Ｃ２×（Ｙ／Ｙ４）、
　Ｇ　＝Ｃ３×（Ｙ／Ｙ４）、
　Ｂ　＝Ｃ４×（Ｙ／Ｙ４）、
　Ｙｅ＝０．０、
　Ｃ　＝０．０、
　Ｍ　＝０．０であり、
第２範囲（Ｙ４≦Ｙ≦１．０）の場合、
　Ｒ　＝（１．０－Ｃ２）×（Ｙ－Ｙ４）／（１．０－Ｙ４）＋Ｃ２、
　Ｇ　＝（１．０－Ｃ３）×（Ｙ－Ｙ４）／（１．０－Ｙ４）＋Ｃ３、
　Ｂ　＝（１．０－Ｃ４）×（Ｙ－Ｙ４）／（１．０－Ｙ４）＋Ｃ４、
　Ｙｅ＝１．０×（Ｙ－Ｙ４）／（１．０－Ｙ４）、
　Ｃ　＝１．０×（Ｙ－Ｙ４）／（１．０－Ｙ４）、
　Ｍ　＝１．０×（Ｙ－Ｙ４）／（１．０－Ｙ４）である。
【０１４５】
　ここで、Ｙは画素の輝度であり、Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｙｅ、ＣおよびＭは、赤、緑、青、イエ
ロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度である。また、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４のうち少な
くとも１つは１．０未満である。
【０１４６】
　以上のように、本実施形態の液晶表示装置では、入力信号によって示される画素の輝度
に応じて赤、緑および青サブ画素の輝度は異なる割合で変化し、また、入力信号によって
示される画素の輝度に応じて赤、緑および青サブ画素のうちの少なくとも１つのサブ画素
、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度がそれぞれ変化する。
【０１４７】
　なお、上述した説明では、第１範囲において増加する赤、緑および青サブ画素の輝度の
割合は、緑、青および赤の順番に小さかったが、本発明の液晶表示装置はこれに限定され
ない。赤、緑および青サブ画素の輝度の割合の順番は別の順番であってもよい。
【０１４８】
　また、上述した説明では、入力信号によって特定される色が無彩色であったが、本発明
はこれに限定されない。入力信号によって特定される色は、無彩色成分を有する有彩色で
あってもよい。
【０１４９】
　（実施形態４）
　上述した説明では、画素が、光の３原色を示す赤、緑および青のサブ画素と、色の３原
色を示すイエロー、シアンおよびマゼンタのサブ画素を有していたが、本発明はこれに限
定されない。画素は、マゼンタサブ画素の代わりに別の赤サブ画素を有していてもよい。
【０１５０】
　以下、本発明による液晶表示装置の第４実施形態を説明する。本実施形態の液晶表示装
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置は、画素がマゼンタサブ画素の代わりに別の赤サブ画素を有している点を除いて、上述
した実施形態１～３の液晶表示装置と同様の構成を有しており、冗長さを避けるために、
重複する説明を省略する。なお、以下の説明において、緑および青サブ画素とともに無彩
色を表示する赤サブ画素を第１赤サブ画素（Ｒ１）と称し、イエローおよびシアンサブ画
素とともに無彩色を表示する赤サブ画素を第２赤サブ画素（Ｒ２）と称する。したがって
、本実施形態において、第１赤サブ、緑および青サブ画素は第１グループに属しており、
イエロー、シアンおよび第２赤サブ画素は第２グループに属している。
【０１５１】
　図１８に示すように、本実施形態の液晶表示装置では、画素２１０には、第１赤サブ画
素（Ｒ１）、緑サブ画素（Ｇ）、青サブ画素（Ｂ）、イエローサブ画素（Ｙｅ）、シアン
サブ画素（Ｃ）および第２赤サブ画素（Ｒ２）が設けられている。特願２００５－２７４
５１０において説明しているように、本実施形態の液晶表示装置ではマゼンタサブ画素の
代わりに赤サブ画素を有していることにより、赤の明度を高くすることができ、それによ
り、物体色の赤をほぼカバーすることができる。したがって、彩度の高い赤つまり鮮やか
な赤を再現できる。
【０１５２】
　表３に、本実施形態の液晶表示装置において、第１赤サブ画素（Ｒ１）、緑サブ画素（
Ｇ）、青サブ画素（Ｂ）、イエローサブ画素（Ｙｅ）、シアンサブ画素（Ｃ）および第２
赤サブ画素（Ｒ２）のそれぞれの色度ｘおよびｙ、ならびにＹ値を示す。このとき、液晶
表示装置における色温度は７０００Ｋである。
【０１５３】

【表３】

【０１５４】
　なお、第２赤サブ画素（Ｒ２）の色度ｘおよびｙは、第１赤サブ画素（Ｒ１）の色度ｘ
およびｙと等しくてもよいし、異なっていてもよい。これらが等しい場合には、サブ画素
の作製プロセスを短縮できる。例えば、カラーフィルタを備えた液晶表示装置の場合、カ
ラーフィルタの作製プロセスを短縮できる。一方、これらが異なる場合には、サブ画素で
表示される原色が６つとなる（つまり色再現範囲が色度図上において六角形で表される）
ので、再現できる色範囲（特に赤近傍の表示色数）を広げることができる。
【０１５５】
　また、本実施形態の液晶表示装置においても、実施形態１、２の液晶表示装置と同様に
、第１グループのサブ画素の輝度を同じ割合で増加させたときの画素の色度が、第２グル
ープのサブ画素の輝度を同じ割合で増加させたときの画素の色度と実質的に等しいことが
好ましいが、本発明の液晶表示装置はこれに限定されない。実施形態３の液晶表示装置と
同様に、第１グループのサブ画素の輝度を同じ割合で増加させたときの画素の色度が、第
２グループのサブ画素の輝度を同じ割合で増加させたときの画素の色度と異なっており、
第１グループのサブ画素の輝度を異なる割合で増加させてもよい。
【０１５６】
　（実施形態５）
　上述した説明では、１つの画素が６つのサブ画素を有していたが、本発明はこれに限定
されない。１つの画素が５つのサブ画素から形成されていてもよい。
【０１５７】
　以下、本発明による液晶表示装置の第５実施形態を説明する。本実施形態の液晶表示装
置は、１つの画素が５つのサブ画素から形成されている点を除いて、上述した実施形態１
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～４の液晶表示装置と同様の構成を有しており、冗長さを避けるために、重複する説明を
省略する。
【０１５８】
　図１９に示すように、本実施形態の液晶表示装置では、画素２１０には、赤サブ画素（
Ｒ）、緑サブ画素（Ｇ）および青サブ画素（Ｂ）とともにこれら以外に２つのサブ画素（
イエローサブ画素（Ｙｅ）およびシアンサブ画素（Ｃ））が設けられている。ここでは、
赤、緑および青サブ画素が第１グループに属しており、イエローおよびシアンサブ画素が
第２グループに属している。
【０１５９】
　上述した実施形態１～４の液晶表示装置では、理想的な色相を有する色を表示するシア
ンサブ画素が形成されていたが、実際には、シアンサブ画素の色相は、理想的な色相から
ずれることがある。本実施形態の液晶表示装置では、赤、緑および青サブ画素の輝度を最
小輝度にしたままシアンサブ画素とイエローサブ画素の輝度を最大輝度にしたときの画素
の色度が、シアンサブ画素とイエローサブ画素の輝度を最小階調に対応する輝度にしたま
ま赤、緑および青サブ画素の輝度を最大階調に対応する輝度にしたときの画素の色度とほ
ぼ等しい。
【０１６０】
　表４に、本実施形態の液晶表示装置において、赤サブ画素（Ｒ）、緑サブ画素（Ｇ）、
青サブ画素（Ｂ）、イエローサブ画素（Ｙｅ）およびシアンサブ画素（Ｃ）のそれぞれの
色度ｘおよびｙ、ならびにＹ値を示す。このとき、液晶表示装置における色温度は９３０
０Ｋである。
【０１６１】
【表４】

【０１６２】
　図２０に、本実施形態の液晶表示装置における各サブ画素の色度を示したＸＹＺ表色系
色度図を示す。図２０において、（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）、（Ｙｅ）および（Ｃ）はそれ
ぞれ、赤、緑、青、イエローおよびシアンサブ画素の色度を示している。赤サブ画素（Ｒ
）、緑サブ画素（Ｇ）および青サブ画素（Ｂ）を最大輝度にしたときに表示される色の色
度は、ＸＹＺ表色系色度図において赤サブ画素（Ｒ）、緑サブ画素（Ｇ）および青サブ画
素（Ｂ）の色度ｘ、ｙのそれぞれの和を３で除算したものとほぼ等しい。したがって、赤
サブ画素（Ｒ）、緑サブ画素（Ｇ）および青サブ画素（Ｂ）を同じ割合で増加させたとき
の画素の色度ｘ、ｙは０．３３、０．３５である。
【０１６３】
　一方、上述したように、本実施形態の液晶表示装置では、シアンサブ画素の色度が上述
した実施形態１の液晶表示装置のシアンサブ画素と比べてずれており、イエローサブ画素
（Ｙｅ）およびシアンサブ画素（Ｃ）を最大輝度にしたときの画素の色度は、ＸＹＺ表色
系色度図においてイエローサブ画素（Ｙｅ）およびシアンサブ画素（Ｃ）の色度ｘ、ｙの
和を２で除算したものとほぼ等しい。したがって、イエローサブ画素（Ｙｅ）およびシア
ンサブ画素（Ｃ）を最大輝度にしたときの画素の色度は、赤サブ画素（Ｒ）、緑サブ画素
（Ｇ）および青サブ画素（Ｂ）を最大輝度にしたときの画素の色度とほぼ等しくなる。よ
って、上述した実施形態１～４の液晶表示装置と同様に本実施形態の液晶表示装置を駆動
することによって、３原色液晶表示装置よりも広い色再現範囲を実現するとともに白浮き
を抑制することができる。
【０１６４】
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　図２１（ａ）に示すように、入力信号の輝度が０．１であるとき、すなわち、入力信号
によって示された赤、緑および青サブ画素の輝度がそれぞれ例えば０．１であるとき、こ
の輝度０．１は信号変換回路３０２（図８参照）によって変換され、赤、緑および青サブ
画素の輝度が「０．１」よりも大きな値であり、イエローおよびシアンサブ画素の輝度が
「０．０」であることを示す出力信号が生成される。ここで、出力信号の輝度も０．１で
ある。図２１（ｂ）に示すように、入力信号の輝度がＹ１であるとき、すなわち、入力信
号によって示された赤、緑および青サブ画素の輝度がそれぞれＹ１であるとき、この輝度
Ｙ１は信号変換回路３０２によって変換され、赤、緑および青サブ画素の輝度が「１．０
」であり、イエローおよびシアンサブ画素の輝度が０．０であることを示す出力信号が生
成される。ここで、出力信号の輝度もＹ１である。また、図２１（ｃ）に示すように、入
力信号の輝度が１．０であるとき、この輝度１．０は信号変換回路３０２によって変換さ
れ、赤、緑、青、イエローおよびシアンサブ画素の輝度が１．０であることを示す出力信
号が生成される。
【０１６５】
　本実施形態の液晶表示装置では、２つの範囲（すなわち、第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ１
）、第２範囲（Ｙ１≦Ｙ≦１．０））のうち輝度Ｙが属する範囲に応じて各サブ画素の輝
度変化を変更している。第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ１）では、図２１（ｄ）に示すように
、入力信号の輝度Ｙに応じて赤、緑および青サブ画素の輝度を変化させる。第１範囲にお
ける輝度の最大変化量はＹ１である。第２範囲（Ｙ１≦Ｙ≦１．０）では、図２１（ｅ）
に示すように、入力信号の輝度Ｙに応じてイエローおよびシアンサブ画素の輝度を変化さ
せる。第２範囲における輝度の最大変化量は（１．０－Ｙ１）である。
【０１６６】
　なお、本実施形態の液晶表示装置においても、実施形態１、２の液晶表示装置と同様に
、第１グループのサブ画素の輝度を同じ割合で増加させたときの画素の色度が、第２グル
ープのサブ画素の輝度を同じ割合で増加させたときの画素の色度と実質的に等しいことが
好ましいが、本発明の液晶表示装置はこれに限定されない。実施形態３の液晶表示装置と
同様に、第１グループのサブ画素の輝度を同じ割合で増加させたときの画素の色度が、第
２グループのサブ画素の輝度を同じ割合で増加させたときの画素の色度と異なっており、
第１グループのサブ画素の輝度を異なる割合で増加させてもよい。
【０１６７】
　（実施形態６）
　上述した説明では、１つの画素が５つ以上のサブ画素を有していたが、本発明はこれに
限定されない。１つの画素が４つのサブ画素から形成されていてもよい。
【０１６８】
　以下、本発明による液晶表示装置の第６実施形態を説明する。本実施形態の液晶表示装
置は、１つの画素が４つのサブ画素から形成されている点を除いて、上述した実施形態１
～５の液晶表示装置とは同様の構成を有しており、冗長さを避けるために、重複する説明
を省略する。
【０１６９】
　図２２に示すように、本実施形態の液晶表示装置において、１つの画素２１０には、赤
サブ画素（Ｒ）、緑サブ画素（Ｇ）および青サブ画素（Ｂ）とともにこれら以外に１つの
サブ画素（白サブ画素（Ｗ））が設けられている。ここでは、赤、緑および青サブ画素が
第１グループに属しており、白サブ画素が第２グループに属している。
【０１７０】
　表５に、本実施形態の液晶表示装置において、赤サブ画素（Ｒ）、緑サブ画素（Ｇ）、
青サブ画素（Ｂ）および白サブ画素（Ｗ）のそれぞれの色度ｘおよびｙ、ならびにＹ値を
示す。このとき、液晶表示装置における色温度は６５００Ｋである。
【０１７１】
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【表５】

【０１７２】
　本実施形態の液晶表示装置を上述した実施形態１～５の液晶表示装置と同様に駆動する
ことにより、３原色液晶表示装置よりも明度を高くするとともに白浮きを抑制することが
できる。
【０１７３】
　図２３（ａ）に示すように、入力信号の輝度が０．１であるとき、すなわち、入力信号
によって示された赤、緑および青サブ画素の輝度がそれぞれ例えば０．１であるとき、こ
の輝度０．１は信号変換回路３０２（図８参照）によって変換され、赤、緑および青サブ
画素の輝度が「０．１」よりも大きな値であり、白サブ画素の輝度が０．０であることを
示す出力信号が生成される。ここで、出力信号の輝度も０．１である。図２３（ｂ）に示
すように、入力信号の輝度がＹ１であるとき、すなわち、入力信号によって示された赤、
緑および青サブ画素の輝度がそれぞれ「Ｙ１」であるとき、赤、緑および青サブ画素の輝
度が「１．０」であり、白サブ画素の輝度が「０．０」であることを示す出力信号が生成
される。ここで、出力信号の輝度もＹ１である。また、図２３（ｃ）に示すように、入力
信号の輝度が１．０であるとき、この輝度１．０は信号変換回路３０２によって変換され
、赤、緑、青、白サブ画素の輝度が「１．０」であることを示す出力信号が生成される。
【０１７４】
　本実施形態の液晶表示装置では、２つの範囲（すなわち、第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ１
）、第２範囲（Ｙ１≦Ｙ≦１．０））のうち輝度Ｙが属する範囲に応じて各サブ画素の輝
度変化を変更している。第１範囲（０．０≦Ｙ＜Ｙ１）では、図２３（ｄ）に示すように
、入力信号の輝度Ｙに応じて赤、緑および青サブ画素の輝度を変化させる。第１範囲にお
ける輝度の最大変化量はＹ１である。第２範囲（Ｙ１≦Ｙ≦１．０）では、図２３（ｅ）
に示すように、入力信号の輝度Ｙに応じて白サブ画素の輝度を変化させる。第２範囲にお
ける輝度の最大変化量は（１．０－Ｙ１）である。
【０１７５】
　なお、本実施形態の液晶表示装置においても、実施形態１、２の液晶表示装置と同様に
、第１グループのサブ画素の輝度を同じ割合で増加させたときの画素の色度が、第２グル
ープのサブ画素の輝度を同じ割合で増加させたときの画素の色度と実質的に等しいことが
好ましいが、本発明の液晶表示装置はこれに限定されない。実施形態３の液晶表示装置と
同様に、第１グループのサブ画素の輝度を同じ割合で増加させたときの画素の色度が、第
２グループのサブ画素の輝度を同じ割合で増加させたときの画素の色度と異なっており、
第１グループのサブ画素の輝度を異なる割合で増加させてもよい。
【０１７６】
　（実施形態７）
　上述した説明では、画素によって表示される色が黒から白に変化する場合、赤、緑およ
び青サブ画素の輝度の増加を開始した後、他のサブ画素（例えば、イエロー、シアンおよ
びマゼンタサブ画素）の輝度の増加を開始したが、本発明はこれに限定されない。他のサ
ブ画素の輝度の増加を開始した後に赤、緑および青サブ画素の輝度の増加を開始してもよ
い。
【０１７７】
　以下、本発明による液晶表示装置の第７実施形態を説明する。本実施形態の液晶表示装
置は、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の面積が赤、緑および青サブ画素の面積
よりも小さい点を除いて、上述した実施形態１の液晶表示装置とは同様の構成を有してお
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り、冗長さを避けるために、重複する説明を省略する。
【０１７８】
　本実施形態の液晶表示装置では、図２４に示すように、イエロー、シアンおよびマゼン
タサブ画素の面積が赤、緑および青サブ画素の面積よりも小さい。例えば、イエロー、シ
アンおよびマゼンタサブ画素のそれぞれの面積と赤、緑および青サブ画素のそれぞれの面
積との比は１：３である。
【０１７９】
　本実施形態の液晶表示装置では、このように、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画
素の面積が小さいため、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を最大階調にし
たときの画素の輝度が赤、緑および青サブ画素の輝度を最大階調にしたときの画素の輝度
よりも小さい。
【０１８０】
　図５（ｃ）を参照して説明した実施形態１の液晶表示装置では、赤、緑および青サブ画
素の輝度を最大階調にしたときの画素の輝度がイエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素
の輝度を最大階調にしたときの画素の輝度よりも小さいため、イエロー、シアンおよびマ
ゼンタサブ画素よりも先に赤、緑および青サブ画素の輝度の増加を開始している。それに
対して、本実施形態の液晶表示装置では、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝
度を最大階調にしたときの画素の輝度が赤、緑および青サブ画素の輝度を最大階調にした
ときの画素の輝度よりも小さいため、赤、緑および青サブ画素よりも先にイエロー、シア
ンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を開始する。したがって、画素によって表示され
る色が黒から白に無彩色のまま変化する場合、先に輝度の増加を開始する第１グループの
サブ画素はイエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素であり、後で輝度の増加を開始する
第２グループのサブ画素は赤、緑および青サブ画素である。この場合も、低輝度において
より適切な輝度で表示を行うことができる。
【０１８１】
　図２５（ａ）および図２５（ｂ）に示すように、本実施形態の液晶表示装置でも、画素
によって表示される色が黒であるとき、すべてのサブ画素、すなわち、赤、緑、青、イエ
ロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度は「０．０」である。本実施形態の液晶表示
装置では、まず、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を開始する。こ
のとき、赤、緑および青サブ画素の輝度は「０．０」のままである。イエロー、シアンお
よびマゼンタサブ画素の輝度を増加させると、明度が増加し、画素によって表示される色
は黒からグレーに変化する。
【０１８２】
　イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を続け、イエロー、シアンおよ
びマゼンタサブ画素の輝度が「１．０」に達すると、画素の輝度はＹ１となる。次に、イ
エロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度を「１．０」にしたまま、赤、緑および青
サブ画素の輝度の増加を開始する。赤、緑および青サブ画素の輝度の増加を続けると、赤
、緑および青サブ画素の輝度が「１．０」に達する。このように輝度の増加を続けること
により、画素によって表示される色はグレーから白に変化する。以上のように、本実施形
態の液晶表示装置では、画素によって表示される色を黒から白に無彩色のまま変化させる
場合、まず、イエロー、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度の増加を開始し、イエロー
、シアンおよびマゼンタサブ画素の輝度が「１．０」に達したら、赤、緑および青サブ画
素の輝度の増加を開始する。
【０１８３】
　本実施形態の液晶表示装置でも、図２５（ｃ）に示すように、斜め規格化輝度と正面規
格化輝度との差を小さくすることができるので、白浮きが抑制され、本実施形態の液晶表
示装置を斜め方向から観察する観察者に対してγ特性の視野角依存性の改善された表示を
行うことができる。
【０１８４】
　なお、上述した説明では、第１グループのサブ画素は、イエロー、シアンおよびマゼン
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８に示したようにイエロー、シアンおよび第２赤サブ画素（Ｙｅ、Ｃ、Ｒ２）であっても
よいし、図１９に示したようにイエローおよびシアンサブ画素（Ｙｅ、Ｃ）であってもよ
い。あるいは、第１グループのサブ画素は、図２２に示したように白サブ画素Ｗであって
もよい。
【０１８５】
　また、上述した実施形態１～７の液晶表示装置では、一方のグループに属するサブ画素
は、赤、緑および青サブ画素であったが、本発明はこれに限定されない。一方のグループ
に属するサブ画素が赤、緑およびシアンサブ画素であり、他方のグループに属するサブ画
素がイエロー、マゼンタおよび青サブ画素であってもよい。あるいは、他方のグループに
属するサブ画素は、イエローおよび青サブ画素であってもよい。
【０１８６】
　また、上述した実施形態１～７の液晶表示装置では、多原色表示パネルの一例としてＭ
ＶＡモードの液晶表示パネルを用いたが、本発明の液晶表示装置における多原色表示パネ
ルはこれに限定されない。ＡＳＭモード、ＩＰＳモードなど別の液晶表示パネルであって
もよい。しかしながら、γ特性の視野角依存性の問題は、ＩＰＳモードの液晶表示パネル
よりも、ＭＶＡモードやＡＳＭモードの液晶表示パネルにおいて顕著である。したがって
、ＭＶＡモードやＡＳＭモードの液晶表示パネルを用いる場合に、本発明を適用すること
が好ましい。
【０１８７】
　また、上述した実施形態１～７の液晶表示装置では、カラーフィルタを用いて色表現を
行ったが、本発明の液晶表示装置はこれに限定されない。フィールドシーケンシャル方式
で駆動することにより、色表現を行ってもよい。フィールドシーケンシャル方式では、第
１グループに属する原色と、第１グループに属する原色と異なる第２グループに属する原
色とを含む複数の原色に対応した複数のサブフレームで１フレームを構成することによっ
てカラー表示が行われる。例えば、第１グループの原色は赤、緑および青であり、第２グ
ループの原色はイエロー、シアンおよびマゼンタである。この場合、画素によって表示さ
れる色が黒から白に無彩色のまま変化するとき、図５および図２５などに示したのと同様
に、第１グループの原色に対応するサブフレームにおける画素の輝度を増加し、第１グル
ープの原色に対応するサブフレームにおける画素が所定の輝度に達すると、第２グループ
の原色に対応するサブフレームにおける画素の輝度を増加する。このようにして、フィー
ルドシーケンシャル方式の液晶表示装置であっても、同様の効果を得ることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１８８】
　本発明によると、広い色再現範囲で表示を行うとともに白浮きを抑制することができる
液晶表示装置を提供することができる。本発明を、ＭＶＡモードやＡＳＭモードの液晶表
示パネルを備えた液晶表示装置に適用することが特に好ましい。
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